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１．調査について 

（１）調査目的 

本調査は、男女平等、女性の就労や人権、地域活動等についての考え方など、住民の男女共同

参画に関する意識や実態を把握するとともに、住民からご意見等を広くお聴きするものです。調

査結果は「第２次東郷町男女共同参画プラン」中間見直しのための基礎資料とします。 

 

 

（２）調査方法 

対象者 調査期間 調査方法 

本町に居住している 20歳以上の 

住民 2,000人（無作為抽出） 

令和４年 

７月 1日～８月 31日 

郵送配布・ 

郵送回収 

※住民の対象者抽出については、性別、年齢別を住民の構成比率にあうように行いました。 

 

（３）回収結果 

対象者 配布数 有効回収数 有効回収率 

住民 2,000 703 35.2％ 

※速報版につき、令和４年８月４日時点の調査票 703通を対象として集計 

※前回調査では配布数 2,000通、有効回収数 841通（42.1％） 
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（４）報告書の見方 

 

●集計について 

本報告書は、設問ごとに「全体（単純集計）及び性別、年齢別（クロス集計）」の集計結果

を記載しています。また、設問によっては平成 28年度に東郷町が実施した調査（前回調査）、

平成 26 年度、令和元年度に内閣府が実施した調査（内閣府調査）との比較を行っています。 

 

●回答の少ないものの集計について 

本調査では、調査の属性として、性別について「女性」「男性」「回答しない」の選択肢でご

回答をお願いしていましたが、「回答しない」の回答者が少ないため、性別のクロス集計では

「回答しない」の方を除いた「女性」「男性」で集計・分析しています。 

住民調査の「90 歳以上」は回答者が少なかったため、「80 歳以上」として集計・分析して

います。 

※速報版（703通）の時点では、80歳代 68通（9.7％）、90歳以上 6通（0.9％） 

 

●「Ｎ」について 

グラフ中の「Ｎ」とは、Number of Casesの略で、各設問に該当する回答者総数を表しま

す。したがって、各選択肢の％に「Ｎ」を乗じることで、その選択肢の回答者が計算できま

す。 

 

●「％」について 

グラフ中の「％」は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、単数回答の設問（１つ

だけに○をつけるもの）であっても、合計が 100％にならない場合があります。また、複数回

答の設問の場合（あてはまるものすべてに○をつけるものなど）は、「Ｎ」に対する各選択肢

の回答者数の割合を示しています。 

 

●選択肢の記載について 

グラフ中の選択肢は、原則として調査票に記載された表現のまま記載しています。 
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●比較分析において利用した調査について 

比較分析において利用した調査名は、次のとおりです。 

・東郷町「男女共同参画社会に関する意識調査」平成 28年度実施 

 （対象者：20歳以上の住民 2,000人  回収率：42.1％） 

・内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」平成 26年度実施 

 （報告書内で、「内閣府（Ａ）調査」と記載しています） 

・内閣府「女性の活躍推進に関する世論調査」令和元年度実施 

 （報告書内で、「内閣府（Ｂ）調査」と記載しています） 

 

●表について 

表中の網掛けは、「不明・無回答」を除き、最も割合の高い項目と２番目に割合の高い項目

を表しています。 
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Ⅱ．調査結果のまとめ 
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１．住民意識調査結果の概要 

Ｆ１ 性別について 

回答者の男女比では、女性がやや上回っています。（前回と同） 

 

Ｆ２ 年齢について 

年齢層をみると、70歳代が 20％を超え高くなっています。（前回と同） 

 

Ｆ３ 職業の有無・職種について 

60歳以上は「無職（学生、専業主婦・主夫も含む）」が、それ以外の年齢では「勤め人」

が最も高くなっています。（前回と同） 

 

Ｆ４ 雇用形態について 

働いている女性の 58.0％（前回 59.0％）が「パート、アルバイト、嘱託など」、働い

ている男性の 86.2％（前回 87.1％）が「常勤」となっています。 

 

Ｆ５ 婚姻状態について 

20歳代では「未婚」、30歳以上では「結婚している」が最も高くなっています。（前回

と同） 

 

Ｆ６ 配偶者の職業の有無について 

「自営業・家族従業（農業、商工サービス業、自由業）」と「勤め人」と回答した割合

は、女性では 67.7％（前回 64.3％）、男性では 57.9％（前回 41.9％）となっています。 

 

Ｆ７ 配偶者の雇用形態について 

女性では「常勤」が 90.6％（前回 91.3％）、男性では「パート、アルバイト、嘱託な

ど」が 58.7％（前回 69.6％）と最も高くなっています。 

 

Ｆ８ 世帯（ご家族の構成）について 

家族構成は「２世代世帯」が 57.3％（前回 49.1％）、「夫婦のみ」が 26.5％（前回 32.0％）

と、大部分が核家族世帯となっています。 

 

Ｆ９ お住まいの地区について 

「白土」が最も高く、次いで「白鳥」「諸輪」（前回「北山台」「白鳥」）となっていま

す。 
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問１ 結婚観などについて 

「Ａ 結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい」「Ｃ 結

婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない」「Ｄ 望まない妊娠をした場合、中絶（人工

妊娠中絶）をするのは、やむをえない」について、『賛成』の割合が『反対』の割合を上

回っています。（前回と同） 

一方で、「Ｂ 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」について、『反対』の割合が『賛

成』の割合を上回っています。（前回と同） 

 

問２ 子どもの育て方について 

「性別で区別せず育てた方がよい」が 47.8％（前回 41.5％）と高くなっています。 

 

問３ 家事などの分担について 

「Ａ そうじ」「Ｂ 食事のしたく」「Ｃ 食後の後かたづけ、食器洗い」の分担につ

いては、女性では「自分」と回答した割合が 60％以上（前回 70％以上）と高くなってい

ます。 

 

問４ 家事・育児・介護に関わる１日（平日）の時間ついて 

「共働き」の中で、女性では「２～３時間程度」と回答した割合が、23.6％（前回 19.7％、）

男性では「15 分～30 分程度」と回答した割合が 26.8％（前回 17.1％）と、ともに高く

なっています。「共働きでない」の中で、女性では「５時間以上」と回答した割合が 27.9％

（前回 23.7％）、男性では「15分～30分程度」と回答した割合が 22.3％（前回 22.1％）

と、ともに高くなっています。 

 

問５ 女性が職業をもつことについて 

「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」が 41.7％（前回 24.9％）と最も

高くなっています。（前回は「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を

もつ方がよい」が 40.9％と最多、今回は 27.5％と減少） 

 

問６ 働いている女性が抱く仕事上の悩みについて 

「仕事と家庭の両立が難しい」が 41.7％（前回 41.2％）と最も高くなっています。 

 

問７、７－１ 男性の育児休業について 

「男性も育児休業が取れることは賛成だが、現実には取りづらいと思う」が 64.9％（前

回 70.6％）と最も高くなっています。 

男性の育児休業の取得を促進するために必要なこととして、「企業は男性も育児休業を

取ることは当然という立場で条件整備を図るべき」が 48.2％（前回 49.9％）と最も高く

なっています。  
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問８ 男女の地位や平等感について 

『男性優遇』は「Ｅ 政治の場」「Ｇ 社会通念・慣習･しきたりなど」「Ｈ 社会全体」

で６割を超え、「Ｂ 職場」で５割を超え高くなっています。 

（前回は『男性優遇』が「Ｅ 政治の場」「Ｇ 社会通念・慣習・しきたりなど」で６

割を超え、「Ｂ 職場」「Ｈ 社会全体」で５割を超えていました。） 

 

問９ 男女があらゆる分野でもっと平等になるために最も重要なことについて 

「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習･しきたりを改めること」が

33.9％（前回 29.8％）と最も高くなっています。 

 

問１０ 女性が出産後も離職せずに職場で働き続けるために必要なことについて 

「保育所や放課後児童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」が 80.4％（前回

72.2％）と最も高くなっています。 

 

問１１ 女性があまり進出していない分野に女性の進出を進めていくための措置について 

「企業などが自主的に、女性社員の採用･登用･教育訓練などに目標を設けたり、女性

社員の進出を促す計画を策定する」が 40.4％（前回 40.8％）と最も高くなっています。 

 

問１２ 男性が女性とともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なことに

ついて 

「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること」が 65.9％（前回 58.5％）と

最も高くなっています。 

 

問１３ 交際相手や配偶者からのＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）について 

交際相手や配偶者からの暴力は、「何度もあった」「１、２度あった」が１割前後とな

っています。（前回と同） 

 

問１３－１、１３－２ 交際相手や配偶者からの暴力を受けた後の相談について 

交際相手や配偶者からの暴力を受けた後の相談では、「だれにも相談しなかった」が

41.0％（前回 41.4％）と最も高くなっています。【Ｃ 性的な暴力】で「何度もあった」

と回答した方では、「だれにも相談しなかった」の割合が 60.0％（前回 81.3％）と他に

比べて高いほか、「１、２度あった」と回答した方では【Ａ 身体に対する暴力】【Ｂ 精

神的な暴力】【Ｃ 性的な暴力】のいずれにおいても「だれにも相談しなかった」の割合

が最も高くなっています。 

だれにも相談しなかった理由として、「相談するほどのことではないと思った」が

48.0％（前回 53.3％）と最も高くなっています。 
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問１４ 配偶者や恋人からの暴力（ＤＶ）に対して、行政がすべき対応について 

「ＤＶ被害者が逃れるための緊急一時保護施設（シェルター）の活動を支援する」が

55.9％（前回 56.0％）と最も高くなっています。 

ＤＶ経験の有無で比較すると、ＤＶ経験のある方は「男女の人権尊重について、学校

や職場において啓発する」「ＤＶ被害者に対する（自立支援のための）カウンセリング体

制を整える」「広報誌やパンフレットなどで、啓発する」などがＤＶ経験のない方よりも

高くなっています。 

 

問１５ 生活の中での、「仕事」 「家庭生活」 「地域・個人の生活」 の優先度について 

希望では「「家庭生活」を優先したい」が 29.2％（前回 25.9％）と最も高く、次いで

「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」が 25.9％（前回 24.5％）、「「家庭生活」

と「地域･個人の生活」をともに優先したい」が 15.8％（前回 16.5％）となっています。 

現実では「「家庭生活」を優先している」が 33.3％（前回 32.0％）と最も高く、次い

で「「仕事」と「家庭生活」をともに優先している」が 23.0％（前回 17.7％）、「「仕事」

を優先している」が 16.8％（前回 18.0％）となっています。 

 

問１６ 男女共同参画に関する言葉の認知度について 

言葉の認知度は「ＤＶ（ドメスティック･バイオレンス/親密な関係の人から受ける暴

力）」が 81.9％（前回 73.4％）と最も高く、次いで「ジェンダー（社会的・文化的につ

くられた性別）」が 76.2％（前回 31.0％）、「ＬＧＢＴ（レズビアン･ゲイ･バイセクシュ

アル･トランスジェンダー）」が 70.8％（前回 39.0％）となっています。 

 

問１７ 男女共同参画に関する言葉の理解度について 

『理解している』は「ＤＶ（ドメスティック･バイオレンス/親密な関係の人から受け

る暴力）」が約８割、「ＬＧＢＴ（レズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェン

ダー）」「ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）」が６割を超えています。 

『理解していない』は「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に関する健康と

権利）」「ＳＯＧＩＥ（ソジー/性的指向、性自認及びジェンダー表現）」が８割を超えて

おり、次いで「ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」で７割を超えています。 

 

問１８ 男女共同参画社会の形成にあたって行政が力を入れていくべきことについて 

「保育の施設･サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する」が 58.3％

（前回 61.4％）と最も高く、次いで「職場における男女の均等な取扱いについての周知

徹底を行う」が 45.4％（前回 34.5％）、「学校教育や社会教育等の生涯教育の場で男女の

平等と相互の理解や協力についての学習を充実する」が 45.1％（前回 34.4％）となって

います。 
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◆Ｆ１ あなたの性別（単数回答） 

性別でみると、「女性」が 55.9％「男性」が 43.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆Ｆ２ あなたの年齢（令和４年７月１日現在）（単数回答） 

年齢別でみると、「70 歳代」が 21.6％と最も高く、次いで、「40 歳代」が 18.2％となっていま

す。 

性別でみると、男女ともには「70 歳代」の割合がそれぞれ最も高く、女性では 20 歳代、30 歳

代等、若い世代の割合が男性と比較して高くなっています。 
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0.6

0 20 40 60 80 100
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20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

70歳代 80歳代 90歳以上 不明・無回答

（％）

9.2

11.7

18.6

18.3

12.5

20.4

8.1

1.0

0.3

0 10 20 30

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

90歳以上

不明・無回答

女性(N=393)
（％）

5.3

10.9

18.2

16.2

13.2

23.8

11.3

0.7

0.3

0 10 20 30

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

90歳以上

不明・無回答

男性(N=302)
（％）

55.9 43.0

0.3

0.9

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性 男性 回答しない 不明・無回答

（％）
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◆Ｆ３ あなたの職業の有無・職種（単数回答） 

全体でみると「勤め人」が 50.2％と最も高く、次いで「無職（学生、専業主婦・主夫も含む）」

が 39.3％、「自営業・家族従業（農業、商工サービス業、自由業）」が 9.2％となっています。 

性別でみると、女性では「勤め人」が 49.1％、男性では「勤め人」が 52.6％とそれぞれ最も高

くなっています。 

年齢別でみると、60歳以上は「無職（学生、専業主婦・主夫も含む）」が、それ以外の年齢では

「勤め人」がそれぞれ最も高くなっています。 
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6.3

7.4

48.4

80.3

85.1

0.7
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0.8

1.3
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0.5
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全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

自営業・家族従業（農業、商工サービス業、自由業）
勤め人
無職（学生、専業主婦・主夫も含む）
その他
不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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＜Ｆ３で「２ 勤め人」と回答した人のみ、お答えください。＞ 

◆Ｆ４ 雇用形態（単数回答） 

全体でみると「常勤」が 61.2％と最も高く、次いで「パート、アルバイト、嘱託など」が 37.4％

となっています。 

性別でみると、女性では「パート、アルバイト、嘱託など」が 58.0％、男性では「常勤」が 86.2％

とそれぞれ最も高くなっています。 

年齢別でみると、20歳代から 50歳代は「常勤」が５割を超えて最も高くなっています。また、

20 歳代から 70 歳代に年齢が上がるにつれて、「パート・アルバイト」が高くなっていきますが、

80歳以上では再び「常勤」が６割と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.2

40.9

86.2

90.0

74.2

66.4

55.8

29.7

16.7

60.0

37.4

58.0

11.9

10.0

25.8

32.7

43.2

67.6

66.7

40.0

1.1

0.5

1.9

0.0

0.0

0.9

1.1

2.7

8.3

0.0

0.3

0.5

0.0

0.0

0.0

8.3

0.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=353)

女性(N=193)

男性(N=159)

20歳代(N=30)

30歳代(N=66)

40歳代(N=107)

50歳代(N=95)

60歳代(N=37)

70歳代(N=11)

80歳以上(N=5)

常勤 パート、アルバイト、嘱託など その他 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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◆Ｆ５ 婚姻状態（単数回答） 

全体でみると「結婚している」が 78.1％と最も高く、次いで「未婚」が 11.4％、「死別」が 6.4％

となっています。 

性別でみると、男女ともに「結婚している」が７割を超えて最も高くなっています。 

年齢別でみると、30歳代～70歳代では「結婚している」が８割を超え、最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

78.1

76.3

80.8

32.1

81.3

85.2

84.3

85.7

82.2

68.9

1.0

1.0

1.0

1.9

2.5

0.8

0.8

1.1

0.7

0.0

2.7

2.8

2.6

0.0 0.0

2.3

4.1

4.4

3.9

1.4

6.4

8.9

3.3

0.0

0.0

0.0

1.7

3.3

12.5

28.4

11.4

10.7

12.3

66.0

16.3

11.7

8.3

5.5

0.7

1.4

0.4

0.3

0.0

0.0

0.0

0.8

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

結婚している 結婚していないがパートナーと暮らしている

離別 死別

未婚 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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＜Ｆ５で「１または２」と回答した人のみ、お答えください。＞ 

◆Ｆ６ 配偶者の職業の有無（単数回答） 

全体でみると「勤め人」が 54.7％と最も高く、次いで「無職（学生、専業主婦・主夫も含む）」

が 34.5％、「自営業・家族従業（農業、商工サービス業、自由業）」が 8.5％となっています。 

性別でみると、女性、男性ともに「勤め人」が最も高くなっていますが、男性では「無職（学

生、専業主婦・主夫も含む）」が約４割と女性と比較して１割以上高くなっています。 

年齢別でみると、50 歳代以下では「勤め人」、60 歳代以上では「無職（学生、専業主婦・主夫

も含む）」がそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.5

8.2

8.9

5.6

3.0

8.2

9.7

8.9

9.5

11.8

54.7

59.5

49.0

77.8

88.1

85.5

80.6

41.8

13.5

5.9

34.5

29.3

40.5

11.1

7.5

6.4

8.7

49.4

72.2

74.5

0.4

0.3

0.4

5.6

0.0

0.0

0.8

0.0

2.0

2.6

1.2

1.5

1.0

4.0

7.8

0 20 40 60 80 100

全体(N=556)

女性(N=304)

男性(N=247)

20歳代(N=18)

30歳代(N=67)

40歳代(N=110)

50歳代(N=103)

60歳代(N=79)

70歳代(N=126)

80歳以上(N=51)

自営業・家族従業（農業、商工サービス業、自由業）
勤め人
無職（学生、専業主婦・主夫も含む）
その他
不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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＜Ｆ６で「２ 勤め人」と回答した人のみ、お答えください。＞ 

◆Ｆ７ 配偶者の雇用形態（単数回答） 

全体でみると「常勤」が 70.4％と最も高く、次いで「パート、アルバイト、嘱託など」が 28.9％

となっています。 

性別でみると、女性では「常勤」、男性では「パート、アルバイト、嘱託など」がそれぞれ最も

高くなっています。 

年齢別でみると、年齢があがるにつれて「常勤」が減少し、「パート、アルバイト、嘱託など」

が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

70.4

90.6

40.5

92.9

88.1

73.4

73.5

42.4

23.5

0.0

28.9

8.8

58.7

7.1

11.9

26.6

26.5

57.6

70.6

66.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

0.6

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.9

33.3

0 20 40 60 80 100

全体(N=304)

女性(N=181)

男性(N=121)

20歳代(N=14)

30歳代(N=59)

40歳代(N=94)

50歳代(N=83)

60歳代(N=33)

70歳代(N=17)

80歳以上(N=3)

常勤 パート、アルバイト、嘱託など その他 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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◆Ｆ８ 世帯（ご家族の構成）（単数回答） 

全体でみると「２世代世帯」が 57.3％と最も高く、次いで「夫婦のみ」が 26.5％、「１人暮ら

し」が 7.8％となっています。 

性別でみると、男女ともに「２世代世帯」がそれぞれ５割を超えて最も高くなっています。 

年齢別でみると、50歳代以降、年代が上がるにつれ「夫婦のみ」「１人暮らし」の割合が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ ２世代世帯・・・自分（夫妻）と子ども、自分（夫妻）と親など 

※ ３世代世帯・・・親と自分（夫妻）と子ども、自分（夫妻）と子どもと孫など   

7.8

8.1

7.6

7.5

7.5

2.3

7.4

7.7

10.5

13.5

26.5

26.0

27.2

11.3

10.0

7.0

19.0

38.5

46.7

44.6

57.3

55.7

59.9

67.9

81.3

84.4

66.9

44.0

30.9

33.8

5.7

7.1

4.0

9.4

1.3

5.5

5.8

4.4

9.2

2.7

1.7

2.3

1.0

3.8

0.8

0.8

4.4

1.3

2.7

1.0

0.8

0.3

0.0

0.0

0.0

1.1

1.3

2.7

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

１人暮らし 夫婦のみ ２世代世帯 ３世代世帯 その他 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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◆Ｆ９ お住まいの地区（単数回答） 

全体でみると「白土」が 12.5％と最も高く、次いで「白鳥」が 10.2％、「諸輪」が 8.0％となっ

ています。 

性別でみると、女性、男性ともに「白土」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

8.0

7.7

6.1

4.4

2.6

12.5

6.0

0.6

10.2

6.1

6.5

7.4

1.4

1.1

1.8

5.7

4.3

4.8

1.4

1.3

8.1

7.6

5.9

4.6

3.1

12.7

7.4

1.0

9.2

5.6

6.1

7.9

1.0

1.0

2.0

5.3

4.3

5.6

0.8

0.8

7.6

7.9

6.6

4.3

2.0

12.3

4.3

0.0

11.9

7.0

7.3

7.0

2.0

1.3

1.7

6.0

4.3

4.0

1.7

1.0

0 5 10 15

諸輪

和合

傍示本

祐福寺

部田

白土

和合ケ丘

諸輪住宅

白鳥

御岳

春木台

北山台

押草団地（北）

押草団地（南）

西白土

清水

兵庫

三ツ池

わからない

不明・無回答

全体(N=703) 女性(N=393) 男性(N=302)

（％）
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年齢別でみると、20～30 歳代、50～60 歳代、80 歳以上では「白土」、40 歳代では「白鳥」、70

歳代では「白土」「白鳥」がそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

諸
輪 

和
合 

傍
示
本 

祐
福
寺 

部
田 

白
土 

和
合
ケ
丘 

諸
輪
住
宅 

白
鳥 

御
岳 

20歳代(N=53) 3.5 8.8 5.3 3.5 1.8 12.3 5.3 0.0 10.5 3.5 

30歳代(N=80) 5.4 7.1 5.4 0.9 1.8 10.7 4.5 0.0 7.1 6.3 

40歳代(N=128) 7.2 7.8 5.2 2.6 2.6 7.2 5.2 0.0 9.2 3.3 

50歳代(N=121) 12.5 8.0 6.3 0.9 2.7 19.6 6.3 0.9 11.6 6.3 

60歳代(N=91) 4.0 3.4 1.1 4.0 1.7 6.2 2.3 0.6 4.5 4.0 

70歳代(N=152) 5.8 5.8 7.5 5.8 2.3 9.8 5.2 0.0 9.8 5.2 

80歳以上(N=74) 9.4 7.5 7.5 11.3 1.9 15.1 9.4 3.8 11.3 11.3 

単位：％ 

 

  

春
木
台 

北
山
台 

押
草
団
地
（
北
） 

押
草
団
地
（
南
） 

西
白
土 

清
水 

兵
庫 

三
ツ
池 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=53) 8.8 1.8 0.0 0.0 0.0 5.3 7.0 7.0 5.3 3.5 

30歳代(N=80) 1.8 5.4 0.0 0.0 2.7 2.7 2.7 5.4 1.8 0.0 

40歳代(N=128) 7.2 6.5 1.3 0.7 2.0 7.2 3.3 4.6 0.7 0.0 

50歳代(N=121) 5.4 7.1 0.0 2.7 0.9 4.5 5.4 4.5 1.8 0.9 

60歳代(N=91) 4.0 4.5 1.1 0.6 1.1 2.8 1.1 2.8 0.6 1.1 

70歳代(N=152) 6.4 6.9 2.3 1.2 2.3 5.2 2.9 2.3 0.6 0.6 

80歳以上(N=74) 7.5 13.2 3.8 1.9 0.0 7.5 9.4 5.7 0.0 1.9 

単位：％ 
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「結婚は個人の自由である」は、『賛成』が 80.5％ 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」は『反対』が 65.1％ 

問１ 結婚観などについてあなたはどう思いますか。（単数回答） 

 

 

 

 

問１の選択肢にかかる表現は以下のように区分しており、このページ以降の文中においても反映されています。 

 

○『賛成』…「賛成」と「どちらかといえば賛成」を合わせたもの 

○『反対』…「反対」と「どちらかといえば反対」を合わせたもの 
 
 
『賛成』の割合をみると、「Ａ 結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらで

もよい」で約８割、「Ｄ 望まない妊娠をした場合、中絶（人工妊娠中絶）をするのは、やむをえ

ない」が約７割、「Ｃ 結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はない」でが約６割となっています。 

『反対』の割合をみると、「Ｂ 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」が６割を超え高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.6

2.4

37.0

35.4

27.9

15.1

23.3

34.4

10.2

26.3

16.1

8.7

2.6

38.8

6.5

6.0

4.8

14.7

14.2

12.7

1.8

2.7

2.8

2.8

0 20 40 60 80 100

A 結婚は個人の自由であるから、

結婚してもしなくてもどちらでも

よい(N=703)

B 夫は外で働き、妻は

家庭を守るべきだ(N=703)

C 結婚しても必ずしも子どもをもつ

必要はない(N=703)

D 望まない妊娠をした場合、

中絶（人口妊娠中絶）をするのは、

やむをえない(N=703)

賛成 どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対 反対

わからない 不明・無回答

（％）
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『賛成』80.5％ ＞ 『反対』12.8％ 

 

 

【Ａ 結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい】 

 

 

 

全体でみると、『賛成』が 80.5％、『反対』が 12.8％となっています。 

性別でみると、男女ともに『賛成』が７割以上と、『反対』よりも高く、女性では男性と比

較して『賛成』の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、すべての年齢で『賛成』が『反対』よりも高く、年代が若いほど『賛成』

の割合が高い傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.6

57.3

47.0

79.2

67.5

64.1

57.0

40.7

36.2

39.2

27.9

27.5

29.1

11.3

20.0

25.8

29.8

37.4

35.5

23.0

10.2

7.6

13.6

3.8

5.0

8.6

6.6

12.1

13.8

20.3

2.6

1.8

3.6

0.0

2.5

0.0

1.7

2.2

6.6

2.7

4.8

4.6

5.3

3.8

5.0

1.6

4.1

6.6

7.2

5.4

1.8

1.3

1.3

1.9

0.0

0.8

1.1

0.7

9.5

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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『反対』65.1％ ＞ 『賛成』17.5％ 

 

 

【Ｂ 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ】 

 

 

 

全体でみると、『賛成』が 17.5％、『反対』が 65.1％となっています。 

性別でみると、男女ともに『反対』が６割以上となっています。 

年齢別でみると、すべての年代で『反対』の割合が高くなっていますが、60歳代以上では、

『賛成』の割合が２割を超え、50歳代以下と比較して高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4

1.5

3.6

1.9

0.0

0.0

0.0

2.2

5.3

8.1

15.1

12.5

18.2

3.8

10.0

14.1

6.6

20.9

23.7

20.3

26.3

28.8

23.5

34.0

27.5

24.2

32.2

24.2

23.7

23.0

38.8

38.9

39.4

45.3

46.3

45.3

42.1

38.5

31.6

25.7

14.7

15.8

13.6

13.2

16.3

14.8

17.4

14.3

13.2

12.2

2.7

2.5

1.7

1.9

1.6

1.7

2.6

10.8

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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『賛成』60.3％ ＞ 『反対』22.6％ 

 

 

【Ｃ 結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない】 

 

 

 

全体でみると、『賛成』が 60.3％、『反対』が 22.6％となっています。 

性別でみると、男女ともに『賛成』が『反対』を上回りますが、女性では 65.7％と、男性

の 54.3％よりも高くなっています。 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ、『賛成』の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

37.0

41.5

31.5

66.0

52.5

47.7

34.7

30.8

25.0

18.9

23.3

24.2

22.8

20.8

22.5

27.3

26.4

28.6

21.7

12.2

16.1

14.0

18.9

5.7

7.5

10.9

14.0

17.6

27.6

20.3

6.5

4.1

9.9

1.9

5.0

2.3

5.8

7.7

8.6

14.9

14.2

14.0

14.6

3.8

12.5

10.2

17.4

15.4

14.5

21.6

2.8

2.3

2.3

1.9

0.0

1.6

1.7

2.6

12.2

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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『賛成』69.8％ ＞ 『反対』14.7％ 

 

 

【Ｄ 望まない妊娠をした場合、中絶（人工妊娠中絶）をするのは、やむをえない】 

 

 

 

全体でみると、『賛成』が 69.8％、『反対』が 14.7％となっています。 

性別でみると、男女ともに『賛成』が約７割と、それぞれ最も高くなっています。 

年齢別でみると、20歳代から 70歳代は『賛成』の割合が約７割と高くなっていますが、80

歳代では『賛成』が約６割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.4

35.6

35.1

41.5

48.8

32.0

33.9

33.0

33.6

33.8

34.4

34.1

35.4

34.0

27.5

39.8

33.1

37.4

35.5

29.7

8.7

8.1

9.6

7.5

5.0

9.4

10.7

12.1

9.9

2.7

6.0

6.4

5.6

5.7

8.8

4.7

5.0

5.5

6.6

6.8

12.7

13.5

11.9

9.4

10.0

12.5

15.7

12.1

11.2

16.2

2.8

2.3

2.3

1.9

1.6

1.7

3.3

10.8

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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前回調査・内閣府（Ｂ）調査との比較 

【Ａ 結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい】では、前回調査

と比較すると、『賛成』が 80.5％と前回の 67.5％を大きく上回っています。 

【Ｂ 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ】では、前回調査と比較すると、『反対』が 65.1％

と前回の 50.1％を上回っています。また、内閣府（Ｂ）調査では 59.8％と、東郷町の方が『反対』

の割合が高くなっています。 

【Ｃ 結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない】では、前回調査と比較すると、『賛成』が

60.3％と、前回の 44.5％を上回り、過半数を超える結果となっています。 

【Ｄ 望まない妊娠をした場合、中絶（人工妊娠中絶）をするのは、やむをえない】では、前回

調査と比較すると、『賛成』が 69.8％と、前回の 51.2％を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.6

41.3

2.4

7.4

7.5

37.0

24.0

35.4

21.4

27.9

26.2

15.1

25.4

27.5

23.3

20.5

34.4

29.8

10.2

17.1

26.3

25.6

36.6

16.1

24.7

8.7

18.0

2.6

6.7

38.8

24.5

23.2

6.5

14.4

6.0

11.2

4.8

6.4

14.7

13.4

5.2

14.2

12.2

12.7

15.3

1.8

2.4

2.7

3.7

0.0

2.8

4.2

2.8

4.3

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

前回調査(N=841)

全体(N=703)

前回調査(N=841)

内閣府（B）調査

(N=2,645)

全体(N=703)

前回調査(N=841)

全体(N=703)

前回調査(N=841)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 不明・無回答

【Ｂ 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ】

【Ｄ 望まない妊娠をした場合、中絶（人工妊娠中絶）をするのは、やむをえない】

（％）
【Ａ 結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい】

【Ｃ 結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない】

（％）
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「性別で区別せず育てた方がよい」が、47.8％ 

問２ 子どもの育て方について、「男の子らしく・女の子らしく」性別で区別して、し

つけや教育することについて、どう思いますか。（単数回答） 

 

 

 

全体でみると、「性別で区別せず育てた方がよい」が 47.8％と最も高く、次いで「どちらともい

えない」が 35.3％、「性別で区別して育てた方がよい」が 14.7％となっています。 

性別でみると、男女ともに「性別で区別せず育てた方がよい」がそれぞれ最も高くなっていま

すが、「性別で区別して育てた方がよい」については、女性では 8.9％、男性では 22.5％と、男性

が特に高くなっています。 

年齢別でみると、60 歳代までは「性別で区別せず育てた方がよい」と「どちらともいえない」

が約４割とほぼ同等の傾向を示していますが、70歳代以上では「性別で区別せず、育てた方がよ

い」の割合が５割を上回り高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査との比較 

前回調査と比較すると、「性別で区別せず育てた方がよい」がより高くなっています。 

 

14.7

22.4

8.9

22.5

13.2

16.3

16.4

14.0

13.2

19.1

5.4

47.8

41.5

52.7

42.1

41.5

41.3

43.8

46.3

45.1

52.0

63.5

35.3

34.4

37.4

32.8

43.4

41.3

36.7

38.0

40.7

28.3

25.7

2.3

1.8

1.0

2.6

1.9

1.3

3.1

1.7

1.1

0.7

5.4

0 20 40 60 80 100

今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

性別で区別して育てた方がよい 性別で区別せず育てた方がよい

どちらともいえない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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「そうじ」「食事のしたく」「食後の後かたづけ、食器洗い」では 

男性よりも女性の方が「自分」の割合が特に高い 

問３ 家事などの分担についておたずねします。あなたの家庭では、次のＡ～Ｈのこ

とがらは、おもにだれの役割ですか。（単数回答） 

 

 

 

 

「Ａ そうじ」「Ｂ 食事のしたく」「Ｃ 食後の後かたづけ、食器洗い」についてみると、「自

分」の割合が最も高く、それぞれ４割を超えています。 

「Ｄ 乳幼児の世話」「Ｅ 子どもの教育」「Ｆ 介護等を要する人の介護」「Ｇ ＰＴＡ、子ど

も会の会合・活動」についてみると、「該当しない」が最も高く、それぞれ４割を超えています。 

「Ｈ 区・自治会の会合・活動」についてみると、「自分」の割合が 34.1％と最も高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.9

49.9

43.4

13.1

16.2

9.4

20.1

34.1

19.8

28.7

24.3

10.1

8.8

2.3

11.4

16.8

1.3

1.3

0.9

0.6

1.0

0.4

1.6

2.0

26.6

12.2

24.8

11.0

20.3

10.1

3.4

8.4

3.6

5.4

3.6

0.3

1.0

1.3

1.6

3.6

0.6

0.7

1.1

56.8

44.1

66.4

52.3

27.3

0.6

0.6

0.7

1.8

2.4

4.8

4.0

5.0

1.7

1.1

1.3

6.4

6.1

5.3

5.7

2.8

0 20 40 60 80 100

A そうじ(N=703)

B 食事のしたく(N=703)

C 食後の後かたづけ、

食器洗い(N=703)

D 乳幼児の世話(N=703)

E 子どもの教育(N=703)

F 介護等を要する人の

介護(N=703)

G PTA、子ども会の

会合・活動(N=703)

H 区・自治会の

会合・活動(N=703)

自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 無回答

（％）
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性別でみると、「Ａ そうじ」「Ｂ 食事のしたく」「Ｃ 食後の後かたづけ、食器洗い」で女性

が「自分」回答した割合がそれぞれ 65.1％、78.1％、61.6％と男性に比べ極端に高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.1

21.2

78.1

13.9

61.6

19.5

22.6

1.0

26.0

4.0

12.2

5.3

32.3

4.3

36.4

31.5

5.1

38.7

3.6

61.6

10.9

42.1

0.8

22.2

2.0

17.9

1.8

3.0

1.0

24.8

14.8

19.2

1.5

1.0

2.0

0.3

1.3

0.3

0.5

0.7

1.3

0.7

0.8

0.0

1.8

1.3

2.5

1.3

21.9

33.1

8.7

16.9

20.1

31.1

9.2

13.6

16.5

25.5

8.4

12.6

1.0

6.6

6.9

10.3

3.3

4.0

5.3

5.3

3.3

4.0

0.5

0.0

1.5

0.3

1.0

1.7

1.8

1.3

3.8

3.3

0.5

0.7

0.8

0.7

1.3

1.0

59.0

54.0

45.3

42.7

67.4

65.9

55.2

49.0

29.3

25.5

0.0

1.0

0.3

0.7

0.0

1.3

1.3

2.3

1.5

3.3

3.8

6.0

1.5

7.0

4.1

5.6

2.5

0.3

1.3

0.7

1.5

0.7

6.1

6.3

5.9

5.6

4.6

5.6

5.3

5.6

2.3

3.3

0 20 40 60 80 100

女性(N=393)

男性(N=302)

女性(N=393)

男性(N=302)

女性(N=393)

男性(N=302)

女性(N=393)

男性(N=302)

女性(N=393)

男性(N=302)

女性(N=393)

男性(N=302)

女性(N=393)

男性(N=302)

女性(N=393)

男性(N=302)

自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 不明・無回答

（％）【Ａ そうじ】

【Ｂ 食事のしたく】

【Ｃ 食後の後かたづけ、食器洗い】

【Ｄ 乳幼児の世話】

【Ｅ 子どもの教育】

【Ｆ 介護等を要する人の介護】

【Ｇ ＰＴＡ、子ども会の会合・活動】

【Ｈ 区・自治会の会合・活動】



 

30 

そうじの分担は「自分」である 

女性 65.1％ ＞ 男性 21.2％ 

 

 

【Ａ そうじ】 

 

 

 

全体でみると、「自分」が 45.9％と最も高く、次いで「配偶者」が 19.8％、「家族全員」が 26.6％

となっています。 

性別でみると、女性では「自分」が 65.1％、男性では「配偶者」が 38.7％とそれぞれ最も高く、

前回調査と比較すると男女ともに「家族全員」の割合が増加しています。 

年齢別でみると、20歳代から年齢が上がるにつれ「自分」の割合が高くなっていき、70歳代で

は５割を超えますが、80歳以上で再び「自分」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.9

65.1

21.2

74.2

20.3

32.1

40.0

44.5

48.8

49.5

51.3

44.6

19.8

5.1

38.7

3.2

47.4

5.7

22.5

25.0

19.8

23.1

18.4

17.6

1.3

1.5

1.0

0.9

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

2.0

6.8

26.6

21.9

33.1

14.2

22.3

26.4

36.3

26.6

28.1

20.9

25.7

23.0

3.6

3.3

4.0

3.0

3.4

30.2

1.3

3.9

0.8

1.1

0.7

0.0

0.6

0.5

0.7

0.4

0.9

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0

4.1

0.6

0.0

1.0

0.9

0.6

3.8

0.0

0.0

1.1

0.0

1.4

1.7

2.5

0.3

3.2

4.3

0.0

2.5

3.3

2.0

2.7

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

女性(N=465)

男性(N=350)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 不明・無回答

（％）

【性別】

【年齢別】

今
回

前
回
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食事のしたくの分担は「自分」である 

女性 78.1％ ＞ 男性 13.9％ 

 

 

【Ｂ 食事のしたく】 

 

 

 

全体でみると、「自分」が 49.9％と最も高く、次いで「配偶者」が 28.7％、「家族全員」が 12.2％

となっています。 

性別でみると、女性では「自分」が 78.1％、男性では「配偶者」が 61.6％とそれぞれ最も高く、

前回調査と比較すると男女ともに「家族全員」の割合が増加しています。 

年齢別でみると、30歳代以上では「自分」が最も高く、20歳代では「その他の人」の割合が高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

49.9

78.1

13.9

81.1

12.9

26.4

50.0

52.3

57.9

51.6

53.3

40.5

28.7

3.6

61.6

2.4

66.0

9.4

26.3

30.5

28.1

29.7

33.6

32.4

1.3

2.0

0.3

1.1

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

2.6

5.4

12.2

8.7

16.9

7.1

8.6

20.8

16.3

9.4

11.6

12.1

9.2

14.9

5.4

5.3

5.3

4.3

5.4

37.7

6.3

7.8

0.8

1.1

0.0

1.4

0.7

0.8

0.7

0.6

0.9

1.9

1.3

0.8

0.0

0.7

1.4

0.6

0.3

0.7

0.6

0.6

3.8

0.0

1.1

0.0

1.4

1.1

1.3

0.7

2.8

4.9

0.8

3.3

0.7

2.7

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

女性(N=465)

男性(N=350)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

今
回

前
回

（％）
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食後の後かたづけ、食器洗いの分担は、「自分」である 

女性 61.6％ ＞ 男性 19.5％ 

 

 

【Ｃ 食後の後かたづけ、食器洗い】 

 

 

 

全体でみると、「自分」が 43.4％と最も高く、次いで「家族全員」が 24.8％、「配偶者」が 24.3％

となっています。 

性別でみると、女性では「自分」が 61.6％、男性では「配偶者」が 42.1％とそれぞれ最も高く、

前回調査と比較すると男女ともに「家族全員」の割合が増加しています。 

年齢別でみると、20歳代から年齢が上がるにつれ「自分」の割合が高くなっていますが、80歳

以上では「自分」の割合に低下がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

43.4

61.6

19.5

74.4

19.4

26.4

37.5

43.0

47.9

47.3

49.3

39.2

24.3

10.9

42.1

5.4

48.6

11.3

26.3

32.8

17.4

20.9

27.0

27.0

0.9

1.3

0.3

1.1

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

5.4

24.8

20.1

31.1

12.0

19.1

32.1

31.3

19.5

29.8

27.5

20.4

18.9

3.6

3.3

4.0

3.2

4.6

26.4

3.8

3.9

0.8

2.2

0.0

0.0

1.1

1.3

1.0

0.4

1.1

1.9

1.3

0.0

2.5

0.0

0.0

4.1

0.7

0.0

1.3

0.4

1.1

1.9

0.8

0.8

1.1

0.0

1.4

1.3

1.5

0.7

3.0

5.7

0.8

1.1

2.0

4.1

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

女性(N=465)

男性(N=350)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

今
回

前
回

（％）
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乳幼児の世話の分担は、「自分」である 

女性 22.6％ ＞ 男性 1.0％ 

 

 

【Ｄ 乳幼児の世話】 

 

 

 

全体でみると、「該当しない」が 56.8％と最も高く、次いで「自分」が 13.1％、「家族全員」が

11.0％となっています。 

性別でみると、男女ともに「該当しない」が５割を超えて最も高くなっていますが、次いで女

性では「自分」、男性では「配偶者」がそれぞれ約２割と高くなっています。 

年齢別でみると、すべての年齢で「該当しない」が最も高くなっていますが、次いで 40歳代で

は「自分」が約３割と高くなっています。 
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その他の人 該当しない わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

今
回

前
回

（％）
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子どもの教育の分担は、「自分」である 

女性 26.0％ ＞ 男性 4.0％ 

 

 

【Ｅ 子どもの教育】 

 

 

 

全体でみると、「該当しない」が 44.1％と最も高く、次いで「家族全員」が 20.3％、「自分」が

16.2％となっています。 

性別でみると、男女ともに「該当しない」が４割を超えて最も高くなっていますが、次いで女

性では「自分」、男性では「家族全員」となっており、ともに前回調査よりも高くなっています。 

年齢別でみると、20歳代と 50歳以上では「該当しない」、30歳代では「家族全員」、40歳代で

は「自分」がそれぞれ最も高くなっています。 
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自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

今
回

前
回

（％）
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介護等を要する人の介護の分担は、「自分」である 

女性 12.2％ ＞ 男性 5.3％ 

 

 

【Ｆ 介護等を要する人の介護】 

 

 

 

全体でみると、「該当しない」が 66.4％と最も高く、次いで「家族全員」が 10.1％、「自分」が

9.4％となっています。 

性別でみると、男女ともに「該当しない」が６割を超えて最も高くなっていますが、次いで女

性では「自分」が 12.2％、男性では「家族全員」が 12.6％となっています。前回調査と比較する

と、男女間の「自分」の割合の差に縮小がみられます。 

年齢別でみると、すべての年齢で「該当しない」が最も高く、40歳代以上では「自分」が１割

前後となっています。 
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自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

今
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前
回

（％）
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ＰＴＡ、子ども会の会合・活動の分担は、「自分」である 

女性 32.3％ ＞ 男性 4.3％ 

 

 

【Ｇ ＰＴＡ、子ども会の会合・活動】 

 

 

 

全体でみると、「該当しない」が 52.3％と最も高く、次いで「自分」が 20.1％、「配偶者」が

11.4％となっています。 

性別でみると、男女ともに「該当しない」が５割前後と最も高くなっていますが、次いで女性

では「自分」、男性では「配偶者」となっています。前回調査と比較すると、男女ともに「自分」

の割合に増加がみられます。 

年齢別でみると、20歳代、30歳代、50歳代以上では「該当しない」、40歳代では「自分」が最

も高くなっています。 
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自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

今
回

前
回

（％）
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区・自治会の会合・活動の分担は、「自分」である 

女性 36.4％ ＞ 男性 31.5％ 

 

【H 区・自治会の会合・活動】 

 

 

全体でみると、「自分」が 34.1％と最も高く、次いで「該当しない」が 27.3％、「配偶者」が

16.8％となっています。 

性別でみると、男女ともに「自分」が３割以上と最も高くなっています。前回調査と比較する

と、男女ともに「自分」の割合に増加がみられるものの、「該当しない」も増加がみられます。 

年齢別でみると、20歳代から 30歳代では「該当しない」、40歳代以上では「自分」がそれぞれ

最も高くなっています。 
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その他の人 該当しない わからない 不明・無回答
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【年齢別】
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前
回
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家事・育児・介護に関わる時間で最も多いのは、 

女性「２時間～３時間程度」 ＞ 男性「15 分～30 分程度」 

問４ あなたの家事・育児・介護に関わる１日（平日）の時間を教えてください。 

（単数回答） 

 

 

 

全体でみると、「２時間～３時間程度」が 14.2％と最も高く、次いで「15 分～30 分程度」が

12.1％「１時間～１時間 30分程度」が 11.8％となっています。 

性別でみると、女性では「２時間～３時間程度」、男性では「15 分～30 分程度」が最も高くな

っています。また、女性では３時間までが約５割であるのに対し、男性では９割を超えています。 

年齢別でみると、20歳代と 80歳以上では「全くしない」、30歳代、40歳代では「５時間以上」、

50歳～70歳代では「２時間～３時間程度」が最も高くなっています。 
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共働きの人の家事・育児・介護に関わる１日（平日）の時間が 

「２時間～３時間程度」は、女性 23.6％ ＞ 男性 8.1％ 

【共働き】 

 

 

 

性別でみると、女性では「２時間～３時間程度」が 23.6％と最も高く、次いで、「３時間～４時

間程度」、「５時間以上」となっています。男性では「15分～30分程度」が 26.8％と最も高く、次

いで「０～15分程度」と「30分～１時間程度」が同じ割合となっています。 

 

前回調査との比較 

前回調査結果と比較すると、女性では「５時間以上」「４時間～５時間程度」などが減少し、「３

時間～４時間程度」「２時間～３時間程度」に増加がみられます。男性では「全くしない」の割合

が減少し、「15分～30分程度」「１時間 30分～２時間程度」「２時間～３時間程度」に増加がみら

れます。 

１人あたりの平均時間※で見ると、女性では前回の 3.95 時間に対し今回 3.8 時間と減少、男性

では前回の 0.95時間に対し今回 1.08時間と増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「共働き」とは、調査設問Ｆ３で「自営業・家族従業（農業、商工サービス業、自由業）」「勤め人」を選んだ人

のうち、調査設問Ｆ６で「自営業・家族従業（農業、商工サービス業、自由業）」「勤め人」を選んだ人を対象と

しています。（Ｆ５の「離別」「死別」「未婚」は含みません。） 

※1人当たりの平均時間は、０～15分程度を 15分、４時間～５時間を５時間と、時間範囲の最大値で設定し、５

時間以上については６時間と設定して算出しています。   
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共働きでない人の家事・育児・介護に関わる１日（平日）の時間が 

「５時間以上」は、女性 27.9％ ＞ 男性 1.7％ 

【共働きでない】 

 

 

 

性別でみると、女性では「５時間以上」が 27.9％と最も高く、次いで、「２時間～３時間程度」

が 21.4％となっています。男性では「15 分～30 分程度」が 22.3％と最も高く、次いで「30～１

時間程度」が 21.5％となっています。 

 

前回調査との比較 

前回調査結果と比較すると、女性では「30分～１時間程度」「２時間～３時間程度」が減少し、

「５時間以上」「全くしない」に増加がみられます。男性では「２時間～３時間程度」「１時間～

１時間 30 分程度」「２時間～３時間程度」の割合が減少し、「全くしない」「30 分～１時間程度」

「４時間～５時間程度」に増加がみられます。 

１人あたりの平均時間※で見ると、女性では前回の 3.61 時間に対し今回 3.7 時間、男性では前

回の 0.95時間に対し今回 1.05時間と、ともに増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「共働きでない」とは、「共働き」の人以外を対象としています。（Ｆ５の「離別」「死別」「未婚」は含みません。） 

※1人当たりの平均時間は、０～15分程度を 15分、４時間～５時間を５時間と、時間範囲の最大値で設定し、５

時間以上については６時間と設定して算出しています。 

  

5.9

0.7

0.7

0.7

7.4

9.6

19.1

11.8

13.2

27.9

2.9

1.8

0.9

1.3

4.9

8.5

6.7

21.4

10.7

16.1

23.7

4.0

01020304050

全くしない

0～15分程度

15分～30分程度

30分～1時間程度

1時間～1時間30分程度

1時間30分～2時間程度

2時間～3時間程度

3時間～4時間程度

4時間～5時間程度

5時間以上

不明・無回答

【女性】

今回(N=136) 前回(N=224)

（％）

19.8

9.9

22.3

21.5

11.6

3.3

4.1

1.7

3.3

1.7

0.8

15.7

8.7

22.1

18.6

14.0

4.1

7.0

0.0

0.6

1.7

7.6

0 10 20 30 40 50

全くしない

0～15分程度

15分～30分程度

30分～1時間程度

1時間～1時間30分程度

1時間30分～2時間程度

2時間～3時間程度

3時間～4時間程度

4時間～5時間程度

5時間以上

不明・無回答

【男性】

今回(N=121) 前回(N=172)

（％）
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「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」が、 

41.7％ 

 

 

問５ 一般的に女性が職業をもつことについて、あなたはどうお考えですか。 

（単数回答） 

 

 

 

全体でみると、「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」が 41.7％と最も高く、次い

で「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい」が 27.5％となって

います。 

性別でみると、男女ともに「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」が最も高く、

女性の方が男性よりも約１割程度高い状況にあります。 

年齢別でみると、20歳代～70歳代では「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」が

最も高くなっていますが、80歳以上では「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職

業をもつ方がよい」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.3

0.3

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

2.4

2.5

2.3

0.0

0.0

2.3

2.5

2.2

3.3

5.4

5.4

5.1

5.0

11.3

5.0

0.8

6.6

1.1

9.2

4.1

41.7

46.1

37.1

47.2

40.0

49.2

43.0

48.4

38.2

25.7

27.5

21.4

35.1

15.1

18.8

23.4

23.1

26.4

36.2

43.2

14.1

15.8

11.9

11.3

31.3

15.6

16.5

13.2

7.2

6.8

8.1

8.1

8.3

15.1

5.0

7.0

8.3

8.8

5.3

12.2

0.6

0.8

0.0

0.0

1.6

0.0

0.7

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

女性は職業をもたない方がよい
結婚するまでは職業をもつ方がよい
子どもができるまでは、職業をもつ方がよい
子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい
子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい
その他
わからない
不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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前回調査・内閣府（Ｂ）調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、前回最も割合が高かった「子どもができたら職業をやめ、大き

くなったら再び職業をもつ方がよい」が、今回「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよ

い」と逆転しています。 

内閣府（Ｂ）調査の結果と比較すると、「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」が

最も高く、東郷町と比較して約２割高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 内閣府（Ｂ）の調査では、「不明･無回答」はありません。 

 

 
  

0.3

1.1

3.9

2.4

5.0

4.8

5.4

6.9

6.5

41.7

24.9

61.0

27.5

40.9

20.3

14.1

9.4

1.7

8.1

9.0

1.7

0.6

2.9

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

内閣府(B)調査

(N=2,645)

女性は職業をもたない方がよい

結婚するまでは職業をもつ方がよい

子どもができるまでは、職業をもつ方がよい

子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい

その他

わからない

不明・無回答
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「仕事と家庭の両立が難しい」が、41.7％ 

問６ 働いている女性の方におたずねします。仕事をするうえで、次のような悩みは、

ありますか。（単数回答） 

 

 

 

全体でみると、「仕事と家庭の両立が難しい」が 41.7％と最も高く、次いで「困ったり、悩んだ

ことはない」が 26.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、「社内に手本の女性管理職や上司がいない。相談できる女性がい

ない」の割合が減少し、「困ったり、悩んだことはない」の割合が増加しています。 

 

※ 働いている女性のみの集計を行っています。 

  

5.1

5.5

9.5

10.3

3.1

5.0

0.0

0.0

0.0

7.4

10.1

19.0

2.6

1.5

13.3

10.5

0.0

0.0

4.6

4.0

4.8

5.1

4.6

5.0

0.0

12.5

0.0

3.2

0.5

4.8

2.6

4.6

1.7

5.3

0.0

0.0

41.7

41.2

33.3

46.2

52.3

36.7

26.3

25.0

33.3

6.9

9.5

0.0

2.6

9.2

5.0

21.1

12.5

0.0

26.9

23.1

28.6

30.8

21.5

26.7

31.6

25.0

66.7

4.2

6.0

0.0

3.1

6.7

5.3

25.0

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査(N=216)

前回調査(N=199)

20歳代(N=21)

30歳代(N=39)

40歳代(N=65)

50歳代(N=60)

60歳代(N=19)

70歳代(N=8)

80歳以上(N=3)

会社が女性に機会を与えない。男尊女卑の社風がある
社内に手本の女性管理職や上司がいない。相談できる女性がいない
同性（女性）社員の努力が足りない、甘えている。意識が低い
男性社員とのコミュニケーションがうまくいかない
仕事と家庭の両立が難しい
その他
困ったり、悩んだことはない
不明・無回答

（％）

【年齢別】
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「男性も育児休業が取れることは賛成だが、現実には取りづらいと思う」が、

64.9％ 

問７ 男性の育児休業について、どうお考えですか。（単数回答） 

 

 

 

全体でみると、「男性も育児休業が取れることは賛成だが、現実には取りづらいと思う」が 64.9％

と最も高く、次いで「男性は育児休業を積極的に利用すべきである」が 25.9％、「乳児は母親が面

倒をみるべきであり、男性が育児休業を取る必要はない」が 4.0％となっています。 

性別でみると、男女ともに「男性も育児休業が取れることは賛成だが、現実には取りづらいと

思う」が最も高くなっています。 

年齢別でみると、すべての年齢で「男性も育児休業が取れることは賛成だが、現実には取りづ

らいと思う」が最も高く、全ての年代で５割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、「男性も育児休業が取れることは賛成だが、現実には取りづらい

と思う」「乳児は母親が面倒をみるべきであり、男性が育児休業を取る必要はない」が減少し、「男

性は育児休業を積極的に利用すべきである」に増加がみられます。 

25.9

15.6

26.5

25.5

39.6

33.8

25.8

23.1

23.1

23.0

23.0

64.9

70.6

64.6

65.6

54.7

63.8

71.1

69.4

70.3

61.2

55.4

4.0

7.7

3.3

4.6

5.7

1.3

1.6

3.3

2.2

7.9

5.4

5.3

6.1

5.6

4.3

1.3

1.6

4.1

4.4

7.9

16.2

0 20 40 60 80 100

今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

男性は育児休業を積極的に利用すべきである
男性も育児休業が取れることは賛成だが、現実には取りづらいと思う
乳児は母親が面倒をみるべきであり、男性が育児休業を取る必要はない
不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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「企業は男性も育児休業を取ることは当然という立場で条件整備を図るべき」が、 

48.2％ 

 

 

＜「問７で１または２と答えた方」におたずねします。＞ 

問７—１ 男性の育児休業の取得を促進するうえで、何が必要だと思いますか。 

（単数回答） 

 

 

 

全体でみると、「企業は男性も育児休業を取ることは当然という立場で条件整備を図るべき」が

48.2％と最も高く、次いで「行政はさらに制度的な誘導策（休業中の所得保障の充実等）を設け

るべき」が 22.5％となっています。 

性別でみると、女性では男性と比較して「男性向け育児教室などを開催し、男性育児能力の向

上を図るべき」が高く、男性では女性と比較して「行政はさらに制度的な誘導策（休業中の所得

保障の充実等）を設けるべき」が高くなっています。 

年齢別でみると、すべての年齢で「企業は男性も育児休業を取ることは当然という立場で条件

整備を図るべき」が最も高くなっていますが、年齢が上がるにつれて「意識啓蒙に力を入れるべ

き」の割合に増加傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、ほぼ同様の結果を示しています。 
 

22.5

23.2

20.1

25.2

27.5

24.1

24.8

24.3

21.8

17.1

19.4

48.2

49.9

49.7

47.4

54.9

57.0

48.8

44.3

56.3

47.1

32.8

9.3

8.7

12.8

5.0

7.8

6.3

9.6

13.9

5.7

8.6

11.9

10.9

12.7

11.5

10.3

3.9

6.3

10.4

8.7

9.2

15.7

17.9

3.7

3.4

3.9

3.6

3.9

5.1

5.6

5.2

2.3

2.1

1.5

5.4

2.1

2.0

8.6

2.0

1.3

0.8

3.5

4.6

9.3

16.4

0 20 40 60 80 100

今回調査(N=638)

前回調査(N=725)

女性(N=358)

男性(N=275)

20歳代(N=50)

30歳代(N=78)

40歳代(N=124)

50歳代(N=112)

60歳代(N=85)

70歳代(N=128)

80歳以上(N=58)

行政はさらに制度的な誘導策（休業中の所得保障の充実等）を設けるべき
企業は男性も育児休業を取ることは当然という立場で条件整備を図るべき
男性向け育児教室などを開催し、男性育児能力の向上を図るべき
意識啓蒙に力を入れるべき
その他
不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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『男性優遇』が強い分野は、 

「政治の場」「社会通念・慣習･しきたりなど」「社会全体」「職場」 

 

 

問８ 次にあげる分野等での男女の地位の平等感についてあなたはどう思いますか。 

（単数回答） 

 

 

 
 

問８の選択肢にかかる表現は以下のように区分しており、このページ以降の文中においても反映されています。 
 

○『男性優遇』…「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を

合わせたもの 

○『女性優遇』…「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」を

合わせたもの 
 
『男性優遇』の割合をみると、「Ｅ 政治の場」「Ｇ 社会通念・慣習･しきたりなど」「Ｈ 社

会全体」で６割を超え、「Ｂ 職場」で５割を超え高くなっています。 

「平等」の割合をみると、「Ｃ 学校教育の場」が５割を超え高くなっています。 

『女性優遇』の割合をみると、すべての項目で１割未満となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

10.0

12.5

1.3

4.8

30.7

11.2

21.8

13.8

35.1

42.1

13.8

25.5

40.1

34.3

47.5

50.5

36.6

21.3

51.8

36.7

12.5

28.7

12.8

15.6

5.5

4.1

3.4

4.1

1.0

3.3

1.3

3.6

1.1

1.6

0.6

0.9

0.3

0.9

0.3

0.4

7.3

12.5

23.3

23.5

11.4

17.1

12.2

12.1

4.4

5.8

5.8

4.6

4.0

4.6

4.1

4.0

0 20 40 60 80 100

A 家庭生活における平等感(N=703)

B 職場における平等感(N=703)

C 学校教育の場における

平等感(N=703)

D 地域活動の場における

平等感(N=703)

E 政治の場における平等感(N=703)

F 法律や制度の上での

平等感(N=703)

G 社会通念・慣習・しきたり

などにおける平等感(N=703)

H 社会全体における平等感(N=703)

男性の方が非常に優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている
わからない
不明・無回答

（％）
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前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、「家庭生活」「職場」で「平等」の割合が高くなり、それ以外では

「平等」の割合は減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

10.0

9.5

12.5

11.5

1.3

1.4

4.8

4.0

30.7

22.7

11.2

6.8

21.8

16.5

13.8

8.1

35.1

37.7

42.1

42.9

13.8

8.2

25.5

21.6

40.1

39.1

34.3

31.5

47.5

46.0

50.5

49.7

36.6

30.4

21.3

19.3

51.8

56.6

36.7

39.7

12.5

18.3

28.7

32.7

12.8

16.2

15.6

17.7

5.5 

6.1 

4.1 

5.2 

3.4 

2.6 

4.1 

6.1 

1.0 

1.0 

3.3 

4.5 

1.3 

2.3 

3.6 

4.9 

1.1

1.8

1.6

0.8

0.6

0.5

0.9

1.0 

0.3

0.2

0.9

0.8

0.3

0.6

0.4

0.6

7.3

8.3

12.5

11.9

23.3

21.5

23.5

19.7

11.4

11.2

17.1

15.6

12.2

11.1

12.1

11.8

4.4

6.2

5.8

8.3

5.8

9.2

4.6

7.8

4.0

7.5

4.6

8.1

4.1

7.4

4.0

7.3

0 20 40 60 80 100

今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている わからない
不明・無回答

（％）【A 家庭生活における平等感】

【B 職場における平等感】

【C 学校教育の場における平等感】

【D 地域活動の場における平等感】

【E 政治の場における平等感】

【F 法律や制度の上での平等感】

【G 社会通念・慣習・しきたりなどにおける平等感】

【H 社会全体における平等感】
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『男性優遇』45.1％ ＞ 「平等」36.6％ ＞ 『女性優遇』6.6％ 

 

 

【Ａ 家庭生活における平等感】 

 

 

全体でみると、『男性優遇』が 45.1％、『女性優遇』が 6.6％となっています。 

性別でみると、女性では『男性優遇』、男性では「平等」がそれぞれ最も高くなっています。 

年齢別でみると、40歳代以上では『男性優遇』、20歳代、30歳代では「平等」がそれぞれ最も

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

10.0

13.5

5.3

3.8

12.5

8.6

12.4

6.6

13.8

6.8

35.1

39.7

29.5

30.2

23.8

34.4

30.6

37.4

45.4

35.1

36.6

27.2

49.3

45.3

48.8

35.9

37.2

34.1

28.9

36.5

5.5

5.1

6.0

7.5

7.5

7.0

6.6

4.4

2.6

5.4

1.1

0.3

2.0

0.0

3.8

0.8

0.0

2.2

0.7

1.4

7.3

8.9

5.3

11.3

2.5

8.6

11.6

7.7

5.3

4.1

4.4

5.3

2.6

1.9

1.3

4.7

1.7

7.7

3.3

10.8

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=302)

男性(N=393)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている わからない
不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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『男性優遇』54.6％ ＞ 「平等」21.3％ ＞ 『女性優遇』5.7％ 

 

 

【Ｂ 職場における平等感】 

 

 

全体でみると、『男性優遇』が 54.6％、『女性優遇』が 5.7％となっています。 

性別でみると、男女ともに『男性優遇』が５割を超えていますが、男性では「平等」の割合が女

性よりも１割程度高くなっています。 

年齢別でみると、すべての年齢で『男性優遇』が高くなっています。70歳以上では、「平等」が

２割を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.5

14.5

9.9

13.2

15.0

13.3

11.6

8.8

15.8

6.8

42.1

41.7

43.0

45.3

35.0

44.5

46.3

42.9

40.8

40.5

21.3

17.0

27.2

20.8

25.0

25.0

25.6

20.9

15.1

17.6

4.1

3.1

5.6

5.7

6.3

5.5

5.8

3.3

2.0

1.4

1.6

0.5

3.0

1.9

6.3

1.6

0.0

2.2

0.7

0.0

12.5

17.0

6.3

13.2

12.5

7.0

9.9

14.3

17.1

14.9

5.8

6.1

5.0

3.1

0.8

7.7

8.6

18.9

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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「平等」51.8％ ＞ 『男性優遇』15.1％ ＞ 『女性優遇』4.0％ 

 

 

【Ｃ 学校教育の場における平等感】 

 

 

全体でみると、『男性優遇』が 15.1％、『女性優遇』が 4.0％、「平等」が 51.8％となっていま

す。 

性別でみると、女性の「平等」が 46.1％と、男性の 59.3％を１割以上下回っています。 

年齢別でみると、すべての年齢で「平等」が最も高く、60 歳代以下では５割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.3

2.0

0.3

0.0

1.3

1.6

0.0

2.2

2.6

0.0

13.8

17.3

9.3

5.7

15.0

12.5

17.4

12.1

15.8

12.2

51.8

46.1

59.3

69.8

55.0

53.1

53.7

53.8

45.4

41.9

3.4

3.3

3.6

9.4

5.0

3.9

5.0

0.0

1.3

2.7

0.6

0.8

0.3

0.0

1.3

0.8

1.7

0.0

0.0

0.0

23.3

24.7

21.9

15.1

22.5

25.0

21.5

24.2

26.3

24.3

5.8

5.9

5.3

0.0

3.1

0.8

7.7

8.6

18.9

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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「平等」36.7％ ＞ 『男性優遇』30.3％ ＞ 『女性優遇』5.0％ 

 

 

【Ｄ 地域活動の場における平等感】 

 

 

全体でみると、『男性優遇』が 30.3％、『女性優遇』が 5.0％、「平等」が 36.7％となっていま

す。 

性別でみると、男性では「平等」が 46.7％と最も高くなっていますが、女性では『男性優遇』

が 37.4％と最も高くなっています。 

年齢別でみると、40歳代を除くすべての年齢で「平等」が最も高く３～４割前後となっていま

すが、40歳代では『男性優遇』が 32.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.8

6.1

3.3

3.8

7.5

3.9

6.6

3.3

5.3

2.7

25.5

31.3

18.2

18.9

22.5

28.9

23.1

23.1

30.3

24.3

36.7

29.0

46.7

43.4

32.5

32.0

36.4

41.8

36.2

39.2

4.1

3.1

5.3

11.3

2.5

1.6

5.8

2.2

5.9

1.4

0.9

0.5

1.3

0.0

1.3

0.8

1.7

1.1

0.7

0.0

23.5

24.4

22.5

22.6

33.8

29.7

24.8

22.0

15.8

18.9

4.6

5.6

2.6

0.0

3.1

1.7

6.6

5.9

13.5

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）



 

52 

『男性優遇』70.8％ ＞ 「平等」12.5％ ＞ 『女性優遇』1.3％ 

 

 

【Ｅ 政治の場における平等感】 

 

 

全体でみると、『男性優遇』が 70.8％、『女性優遇』が 1.3％となっています。 

性別でみると、男女ともに『男性優遇』が６割を超えていますが、女性では男性を約１割程度

上回っています。次いで、「平等」が女性では 8.1％、男性では 18.5％と女性は男性の半数を下回

っています。 

年齢別でみると、すべての年齢で『男性優遇』が５割を超えて最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.7

37.9

22.2

41.5

46.3

30.5

33.1

27.5

23.7

23.0

40.1

36.6

44.4

35.8

32.5

45.3

38.8

35.2

47.4

36.5

12.5

8.1

18.5

15.1

7.5

10.9

13.2

13.2

12.5

14.9

1.0

0.5

1.7

0.0

1.3

0.8

1.7

2.2

0.7

0.0

0.3

0.5

0.0

0.0

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

11.4

11.7

10.6

7.5

11.3

9.4

12.4

15.4

11.2

12.2

4.0

4.6

2.6

0.0

3.1

0.8

6.6

4.6

12.2

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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『男性優遇』45.5％ ＞ 「平等」28.7％ ＞ 『女性優遇』4.2％ 

 

 

【Ｆ 法律や制度の上での平等感】 

 

 

全体でみると、『男性優遇』が 45.5％、『女性優遇』が 4.2％となっています。 

性別でみると、女性では『男性優遇』が 55.0％、男性では「平等」が 41.7％と最も高くなって

います。 

年齢別でみると、全ての年代で『男性優遇』が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.2

15.8

5.6

5.7

20.0

10.9

15.7

9.9

9.2

5.4

34.3

39.2

28.1

34.0

22.5

38.3

36.4

39.6

33.6

32.4

28.7

19.1

41.7

32.1

23.8

25.8

28.1

25.3

32.2

33.8

3.3

1.3

5.3

9.4

5.0

1.6

5.0

5.5

0.7

0.0

0.9

0.0

2.0

1.9

3.8

0.8

0.0

1.1

0.0

0.0

17.1

19.8

13.6

17.0

25.0

19.5

13.2

12.1

17.1

17.6

4.6

4.8

3.6

3.1

1.7

6.6

7.2

10.8

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）



 

54 

『男性優遇』69.3％ ＞ 「平等」12.8％ ＞ 『女性優遇』1.6％ 

 

 

【Ｇ 社会通念・慣習・しきたりなどにおける平等感】 

 

 

全体でみると、『男性優遇』が 69.3％、『女性優遇』が 1.6％となっています。 

性別でみると、男女ともに『男性優遇』が６割を超え、特に女性では７割を超え高くなってい

ます。「平等」については、女性では男性の半数を下回っています。 

年齢別でみると、すべての年齢で『男性優遇』がそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

21.8

27.7

14.2

15.1

30.0

19.5

27.3

24.2

21.7

10.8

47.5

44.5

51.7

45.3

42.5

57.8

45.5

39.6

48.7

48.6

12.8

8.7

18.2

17.0

15.0

8.6

14.0

13.2

10.5

14.9

1.3

0.8

2.0
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1.3

0.8

2.5

1.1
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0.3

0.0

0.7

0.0

1.3

0.0

0.0

1.1

0.0

0.0

12.2

14.2

9.6

20.8

10.0

10.2

9.9

13.2

13.2

13.5

4.1

4.1

3.6

3.1

0.8

7.7

4.6

12.2

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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『男性優遇』64.3％ ＞ 「平等」15.6％ ＞ 『女性優遇』4.0％ 

 

 

【Ｈ 社会全体における平等感】 

 

 

全体でみると、『男性優遇』が 64.3％、『女性優遇』が 4.0％となっています。 

性別でみると、女性では『男性優遇』が７割を超えているのに対し、男性では６割未満となっ

ています。 

年齢別でみると、すべての年齢で『男性優遇』が最も高くなっています。 
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8.6

11.3

17.5

10.9

14.9

14.3

15.8

10.8

50.5

52.2

48.7

49.1

40.0

57.8

55.4

47.3

49.3

50.0

15.6

9.2

24.5

17.0

21.3

11.7

14.0

16.5

15.1

16.2

3.6

2.0

5.3
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5.0

5.5

3.3

2.2
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0.0

1.0
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1.3

0.0

0.0

1.1

0.7

0.0

12.1

14.0

9.3

17.0

15.0

10.9

11.6

12.1

12.5

8.1

4.0

4.6

2.6

3.1

0.8

6.6

4.6

12.2
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全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

【年齢別】

（％）

【性別】



 

56 

「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習･しきたりを改めること」

が、33.9％ 

 

 

問９ 男女が社会のあらゆる分野でもっと平等になるために、最も重要なことは何だ

と思いますか。（単数回答） 

 

 

 

全体でみると、「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習･しきたりを改めること」

が 33.9％と最も高く、次いで「女性自身が経済力をつけたり、知識･技術を習得するなど、積極的

に力の向上を図ること」が 14.9％となっています。 

性別でみると、男女ともに「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習･しきたりを

改めること」が最も高くなっています。 

年齢別でみると、20歳代から 70歳代では「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣

習･しきたりを改めること」が、80歳代では「国・地方自治体、企業などの重要な役職に一定の割

合で女性を登用する制度を採用・充実すること」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

11.1

8.9

14.2

13.2

11.3

10.2

9.1

18.7

8.6

10.8

33.9

35.1

32.1

34.0

40.0

43.0

35.5

36.3

28.3

17.6

14.9

15.5

14.6

9.4

12.5

10.9

15.7

11.0

23.7

14.9

13.9

16.8

10.6

15.1

11.3

10.2

14.9

11.0

17.8

17.6

12.5

11.2

14.2

15.1

10.0

11.7

11.6

8.8

11.8

21.6

4.1

3.3

5.3

7.5

6.3

5.5

5.0

1.1

2.6

2.7

8.0

7.9

7.6

5.7

8.8

7.8

6.6

12.1

7.2

6.8

1.6

1.3

1.3

0.0

0.8

1.7

1.1

0.0

8.1

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

法律や制度の上での見直しを行い、女性差別につながるものを改めること
女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること
女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するなど、積極的に力の向上を図ること
女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図ること
国・地方自治体、企業などの重要な役職に一定の割合で女性を登用する制度を採用・充実すること
その他
わからない
不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習･しきた

りを改めること」「国・地方自治体、企業などの重要な役職に一定の割合で女性を登用する制度を

採用・充実すること」の割合が増加しています。また「女性自身が経済力をつけたり、知識・技術

を習得するなど、積極的に力の向上を図ること」「女性の就業、社会参加を支援する施設やサービ

スの充実を図ること」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.1

10.2

33.9

29.8

14.9

17.4

13.9

16.3

12.5

10.6

4.1

3.1

8.0

9.5

1.6

3.1

0 20 40 60 80 100

今回調査

(N=703)

前回調査

(N=841)

法律や制度の上での見直しを行い、女性差別につながるものを改めること
女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること
女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するなど、積極的に力の向上を図ること
女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図ること
国・地方自治体、企業などの重要な役職に一定の割合で女性を登用する制度を採用・充実すること
その他
わからない
不明・無回答

（％）
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「保育所や放課後児童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」が、 

80.4％ 

 

 

問 10 あなたは、女性が出産後も離職せずに職場で働き続けるために、家庭・社会・

職場において必要なことは何だと思いますか。（複数回答） 

 

 

 

 

全体でみると、「保育所や放課後児童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」が 80.4％と

最も高く、次いで「職場における育児･介護との両立支援制度の充実」が 55.2％、「男性の家事参

加への理解･意識改革」が 54.9％となっています。 

性別でみると、男女ともに「保育所や放課後児童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」

が最も高いほか、女性では「男性の家事参加への理解・意識改革」も次いで高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

80.4

34.9

46.2

54.9

49.2

25.7

45.9

55.2

31.6

35.7

33.4

2.3

0.7

2.1

2.1

81.9

36.1

47.1

63.9

51.9

25.2

46.1

59.0

35.9

35.4

34.1

2.0

1.3

2.3

1.5

79.5

33.4

45.4

44.0

46.0

26.2

46.0

50.7

26.5

36.8

33.1

2.6

0.0

2.0

2.3

0 20 40 60 80 100

保育所や放課後児童クラブなど、

子どもを預けられる環境の整備

介護支援サービスの充実

家事・育児支援のサービスの充実

男性の家事参加への理解・意識改革

女性が働き続けることへの周囲の

理解・意識改革

働き続けることへの女性自身の

意識改革

男女双方の長時間労働の改善を

含めた働き方改革

職場における育児・介護との両立

支援制度の充実

短時間勤務制度の義務化などの

法令の遵守

在宅勤務制度などの推奨

育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進

などへの不利益な取扱いの禁止の法令の遵守

その他

特にない

わからない

不明・無回答

全体(N=703)
女性(N=393)
男性(N=302)

（％）
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年齢別でみると、全ての年代で「保育所や放課後児童クラブなど、子どもを預けられる環境の

整備」が最も高くなっています。次いで、30歳代～50歳代以下では「男性の家事参加への理解・

意識改革」、60歳代以上では「職場における育児・介護との両立支援制度の充実」、20歳代ではそ

の両方が高くなっています。 

 

  

保
育
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

な
ど
、
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
環

境
の
整
備 

介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

家
事
・
育
児
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
の

充
実 

男
性
の
家
事
参
加
へ
の
理
解
・
意

識
改
革 

女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
へ
の

周
囲
の
理
解
・
意
識
改
革 

働
き
続
け
る
こ
と
へ
の
女
性
自

身
の
意
識
改
革 

男
女
双
方
の
長
時
間
労
働
の
改

善
を
含
め
た
働
き
方
改
革 

職
場
に
お
け
る
育
児
・
介
護
と
の

両
立
支
援
制
度
の
充
実 

20歳代(N=53) 79.2 18.9 60.4 64.2 52.8 24.5 49.1 64.2 

30歳代(N=80) 87.5 25.0 47.5 62.5 51.3 21.3 60.0 60.0 

40歳代(N=128) 82.0 33.6 57.8 67.2 49.2 25.0 56.3 58.6 

50歳代(N=121) 77.7 45.5 47.1 54.5 49.6 27.3 42.1 50.4 

60歳代(N=91) 80.2 34.1 41.8 49.5 48.4 24.2 38.5 56.0 

70歳代(N=152) 78.9 36.8 36.8 45.4 48.7 26.3 40.1 52.6 

80歳以上(N=74) 79.7 39.2 36.5 45.9 47.3 29.7 37.8 51.4 

単位：％ 

  

短
時
間
勤
務
制
度
の
義
務
化
な

ど
の
法
令
の
遵
守 

在
宅
勤
務
制
度
な
ど
の
推
奨 

育
児
や
介
護
に
よ
る
仕
事
へ
の

制
約
を
理
由
と
し
た
昇
進
な
ど

へ
の
不
利
益
な
取
扱
い
の
禁
止

の
法
令
の
遵
守 

そ
の
他 

特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=53) 45.3 50.9 35.8 0.0 0.0 1.9 0.0 

30歳代(N=80) 43.8 46.3 41.3 5.0 0.0 1.3 0.0 

40歳代(N=128) 44.5 49.2 40.6 3.9 0.8 0.8 0.8 

50歳代(N=121) 27.3 27.3 28.9 3.3 0.8 0.8 1.7 

60歳代(N=91) 20.9 24.2 25.3 0.0 0.0 3.3 1.1 

70歳代(N=152) 25.7 32.2 32.2 2.0 0.7 2.6 4.6 

80歳以上(N=74) 18.9 25.7 31.1 0.0 2.7 5.4 4.1 

単位：％ 
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前回調査・内閣府（Ａ）調査との比較 

前回調査と比較すると、今回は全般的に割合が高い傾向が見られますが、「家事・育児支援サー

ビスの充実」「在宅勤務制度などの推奨」「男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方改革」「男

性の家事参加への理解・意識改革」等の割合が特に増加しています。 

内閣府（Ａ）調査と比較すると、東郷町では全般的に割合が高い傾向が見られますが、「男女双

方の長時間労働の改善を含めた働き方改革」「職場における育児･介護との両立支援制度の充実」

「育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進などへの不利益な取扱いの禁止の法令の遵守」

で特に東郷町の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※内閣府（Ａ）の調査では、「在宅勤務制度などの推奨」「不明・無回答」はありません。 

  

80.4

34.9

46.2

54.9

49.2

25.7

45.9

55.2

31.6

35.7

33.4

2.3

0.7

2.1

2.1

72.2

33.8

33.4

47.7

45.2

23.8

37.1

52.4

27.9

24.6

27.1

2.3

2.1

3.8

2.7

71.6

33.6

47.1

48.6

49.6

25.8

25.9

44.4

30.4

0.0

23.7

0.4

0.7

1.6

0 20 40 60 80 100

保育所や放課後児童クラブなど、

子どもを預けられる環境の整備

介護支援サービスの充実

家事・育児支援サービスの充実

男性の家事参加への理解・意識改革

女性が働き続けることへの周囲の

理解・意識改革

働き続けることへの女性自身の

意識改革

男女双方の長時間労働の改善を

含めた働き方改革

職場における育児・介護との両立

支援制度の充実

短時間勤務制度の義務化などの

法令の遵守

在宅勤務制度などの推奨

育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進

などへの不利益な取扱いの禁止の法令の遵守

その他

特にない

わからない

不明・無回答

全体(N=703)

前回(N=841)

内閣府(A)(N=3,037)

（％）
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「企業などが自主的に、女性社員の採用･登用･教育訓練などに目標を設けたり、 

女性社員の進出を促す計画を策定する」が、40.4％ 

 

 

問 11 女性があまり進出していない分野に女性の進出を進めていくために、どのよ

うな措置をとるのがよいと思いますか。（複数回答） 

 

 

 

 

全体でみると、「企業などが自主的に、女性社員の採用･登用･教育訓練などに目標を設けたり、

女性社員の進出を促す計画を策定する」が 40.4％と最も高く、次いで「国や地方自治体が自主的

に、女性職員の採用・登用・教育訓練などに目標を設けたり、女性職員の進出を促す計画を策定

する」が 35.8％、「政党が、選挙の候補者に一定の割合で女性を含めるようにする」が 30.2％と

なっています。 

性別でみると、男女ともに「企業などが自主的に、女性社員の採用･登用･教育訓練などに目標

を設けたり、女性社員の進出を促す計画を策定する」が最も高くなっています。また、「国や地方

自治体が、女性を積極的に活用する企業などに助成を行ったり、税を軽減したりする」「国や地方

自治体が、公共事業の発注に当たって女性を積極的に活用する企業などを優遇する」で女性より

も男性の割合が高くなっています。 
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36.6
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40.2
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5.6
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31.1

15.6

21.5

25.8

28.1

35.1

25.5

41.1

20.2

10.9

9.9

14.6

2.6

0 10 20 30 40 50

政党が、選挙の候補者に一定の割合で女性を含めるようにする

国や地方自治体の審議会・委員会の委員などに女性を優先的に

任命する

国や地方自治体が、公共事業の発注に当たって女性を積極的に

活用する企業などを優遇する

国や地方自治体が、女性を積極的に活用する企業などに助成を

行ったり、税を軽減したりする

国や地方自治体が、職員の採用や管理職への登用などで女性の

数や比率を定める割当制（クォータ）を設けるようにする

国や地方自治体が自主的に、女性職員の採用・登用・教育訓練な

どに目標を設けたり、女性職員の進出を促す計画を策定する

企業が、社員の採用や管理職への登用などで女性の数や比率を

定める割当性（クォータ）を設けるようにする

企業などが自主的に、女性社員の採用・登用・教育訓練などに目

標を設けたり、女性社員の進出を促す計画を策定する

理工系などの女性の少ない大学の学部への進学を促すため、啓

発や情報提供などの支援を行う

女性の起業家に対し融資などの支援を行う

その他

わからない

不明・無回答

全体(N=703)
女性(N=393)
男性(N=302)

（％）
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年齢別でみると、20歳代では「政党が、選挙の候補者に一定の割合で女性を含めるようにする」、

30歳代、70歳代では「国や地方自治体が自主的に、女性職員の採用・登用・教育訓練などに目標

を設けたり、女性職員の進出を促す計画を策定する」、40 歳代～60 歳代と 80 歳以上では、「企業

などが自主的に、女性社員の採用・登用・教育訓練などに目標を設けたり、女性社員の進出を促

す計画を策定する」がそれぞれ最も高くなっています。 

 

政
党
が
、
選
挙
の
候
補
者
に
一
定
の

割
合
で
女
性
を
含
め
る
よ
う
に
す
る 

国
や
地
方
自
治
体
の
審
議
会
・
委
員

会
の
委
員
な
ど
に
女
性
を
優
先
的
に

任
命
す
る 

国
や
地
方
自
治
体
が
、
公
共
事
業
の

発
注
に
当
た
っ
て
女
性
を
積
極
的
に

活
用
す
る
企
業
な
ど
を
優
遇
す
る 

国
や
地
方
自
治
体
が
、
女
性
を
積
極

的
に
活
用
す
る
企
業
な
ど
に
助
成
を

行
な
っ
た
り
、
税
を
軽
減
し
た
り
す

る 国
や
地
方
自
治
体
が
、
職
員
の
採
用

や
管
理
職
へ
の
登
用
な
ど
で
女
性
の

数
や
比
率
を
定
め
る
割
当
制
（
ク
ォ

ー
タ
）
を
設
け
る
よ
う
に
す
る 

国
や
地
方
自
治
体
が
自
主
的
に
、
女

性
職
員
の
採
用
・
登
用
・
教
育
訓
練
な

ど
に
目
標
を
設
け
た
り
、
女
性
職
員

の
進
出
を
促
す
計
画
を
策
定
す
る 

企
業
が
、
社
員
の
採
用
や
管
理
職
へ

の
登
用
な
ど
で
女
性
の
数
や
比
率
を

定
め
る
割
当
制
（
ク
ォ
ー
タ
）
を
設
け

る
よ
う
に
す
る 

20歳代(N=53) 32.1 9.4 13.2 28.3 18.9 28.3 17.0 

30歳代(N=80) 27.5 11.3 11.3 18.8 25.0 28.8 26.3 

40歳代(N=128) 25.8 12.5 18.0 19.5 24.2 33.6 30.5 

50歳代(N=121) 28.1 13.2 19.0 20.7 21.5 26.4 24.8 

60歳代(N=91) 34.1 22.0 19.8 23.1 24.2 38.5 20.9 

70歳代(N=152) 34.9 21.1 16.4 22.4 33.6 50.0 23.0 

80歳以上(N=74) 28.4 13.5 24.3 14.9 27.0 36.5 25.7 

単位：％ 

 

企
業
な
ど
が
自
主
的
に
、
女
性
社

員
の
採
用
・
登
用
・
教
育
訓
練
な
ど

に
目
標
を
設
け
た
り
、
女
性
社
員

の
進
出
を
促
す
計
画
を
策
定
す
る 

理
工
系
な
ど
の
女
性
の
少
な
い
大

学
の
学
部
へ
の
進
学
を
促
す
た

め
、
啓
発
や
情
報
提
供
な
ど
の
支

援
を
行
う 

女
性
の
起
業
家
に
対
し
融
資
な
ど

の
支
援
を
行
う 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=53) 30.2 20.8 13.2 7.5 22.6 0.0 

30歳代(N=80) 27.5 20.0 11.3 18.8 15.0 0.0 

40歳代(N=128) 41.4 18.8 10.9 6.3 20.3 1.6 

50歳代(N=121) 37.2 18.2 9.1 8.3 23.1 1.7 

60歳代(N=91) 46.2 12.1 11.0 6.6 24.2 1.1 

70歳代(N=152) 46.7 23.0 13.8 5.3 15.1 3.9 

80歳以上(N=74) 45.9 21.6 16.2 2.7 14.9 9.5 

単位：％ 
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前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、「政党が、選挙の候補者に一定の割合で女性を含めるようにする」

「企業が、社員の採用や管理職への登用などで女性の数や比率を定める割当性（クォータ）を設

けるようにする」「国や地方自治体が、職員の採用や管理職への登用などで女性の数や比率を定め

る割当制（クォータ）を設けるようにする」等の割合が増加しています。 
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政党が、選挙の候補者に一定の割合で女性を含めるようにする

国や地方自治体の審議会・委員会の委員などに女性を優先的に

任命する

国や地方自治体が、公共事業の発注に当たって女性を積極的に

活用する企業などを優遇する

国や地方自治体が、女性を積極的に活用する企業などに助成を

行ったり、税を軽減したりする

国や地方自治体が、職員の採用や管理職への登用などで女性の

数や比率を定める割当制（クォータ）を設けるようにする

国や地方自治体が自主的に、女性職員の採用・登用・教育訓練

などに目標を設けたり、女性職員の進出を促す計画を策定する

企業が、社員の採用や管理職への登用などで女性の数や比率を

定める割当性（クォータ）を設けるようにする

企業などが自主的に、女性社員の採用・登用・教育訓練などに目

標を設けたり、女性社員の進出を促す計画を策定する

理工系などの女性の少ない大学の学部への進学を促すため、啓

発や情報提供などの支援を行う

女性の起業家に対し融資などの支援を行う

その他

わからない

不明・無回答
今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

（％）
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「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」が、65.9％ 

問 12 今後、男性が女性とともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加して

いくためには、どのようなことが必要だと思いますか。（複数回答） 

 

 

 

全体でみると、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」が 65.9％と最も高

く、次いで「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」が 52.9％、

「労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること」

が 51.2％となっています。 

性別でみると、男女ともに「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」が最も

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

52.9

19.2

65.9

37.8

41.1

51.2

29.9

19.1

24.5

25.2

3.8

2.4

1.4

59.8

21.9

67.7

42.5

43.5

51.1

34.6

21.1

26.7

28.0

2.5

2.0

1.0

44.4

15.9

63.6

32.5

38.1

52.0

24.2

16.2

21.5

21.9

5.6

2.6

1.3

0 20 40 60 80

男性が家事などに参加することに対する男性自身の

抵抗感をなくすこと

男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗

感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等につい

ての当事者の考え方を尊重すること

社会の中で、男性による家事、子育て、介護、地域

活動についても、その評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以

外の時間をより多く持てるようにすること

男性が家事、子育て、介護、地域活動に関心を高め

るよう啓発や情報提供を行うこと

国や地方自治体などの研修等により、男性の家事

や子育て、介護等の技能を高めること

男性が子育てや介護、地域活動を行うための、仲間

（ネットワーク）作りを進めること

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題につい

て、男性が相談しやすい窓口を設けること

その他

特に必要なことはない

不明・無回答

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

（％）
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年齢別でみると、30歳代では「労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間を

より多く持てるようにすること」、そのほかの年代では「夫婦や家族間でのコミュニケーションを

よくはかること」が最も高くなっています。 

 

  

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と

に
対
す
る
男
性
自
身
の
抵
抗
感
を
な

く
す
こ
と 

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と

に
対
す
る
女
性
の
抵
抗
感
を
な
く
す

こ
と 

夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
よ
く
は
か
る
こ
と 

年
配
者
や
ま
わ
り
の
人
が
、
夫
婦
の
役

割
分
担
等
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
考

え
方
を
尊
重
す
る
こ
と 

社
会
の
中
で
、
男
性
に
よ
る
家
事
、
子

育
て
、
介
護
、
地
域
活
動
に
つ
い
て
も
、

そ
の
評
価
を
高
め
る
こ
と 

労
働
時
間
短
縮
や
休
暇
制
度
を
普
及

す
る
こ
と
で
、
仕
事
以
外
の
時
間
を
よ

り
多
く
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と 

男
性
が
家
事
、
子
育
て
、
介
護
、
地
域

活
動
に
関
心
を
高
め
る
よ
う
啓
発
や

情
報
提
供
を
行
う
こ
と 

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
研
修
等
に

よ
り
、
男
性
の
家
事
や
子
育
て
、
介
護

等
の
技
能
を
高
め
る
こ
と 

20歳代(N=53) 54.7 11.3 73.6 47.2 39.6 60.4 22.6 20.8 

30歳代(N=80) 50.0 22.5 68.8 42.5 42.5 70.0 27.5 13.8 

40歳代(N=128) 47.7 18.8 67.2 37.5 43.8 58.6 29.7 19.5 

50歳代(N=121) 56.2 19.8 62.0 31.4 37.2 48.8 28.9 19.0 

60歳代(N=91) 52.7 17.6 57.1 35.2 48.4 47.3 28.6 15.4 

70歳代(N=152) 55.9 20.4 69.1 37.5 38.2 45.4 36.8 19.1 

80歳以上(N=74) 55.4 21.6 66.2 40.5 41.9 33.8 27.0 28.4 

単位：％  

  

男
性
が
子
育
て
や
介
護
、
地
域
活
動
を

行
う
た
め
の
、
仲
間
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

作
り
を
進
め
る
こ
と 

家
庭
や
地
域
活
動
と
仕
事
の
両
立
な

ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
男
性
が
相
談
し

や
す
い
窓
口
を
設
け
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
い 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=53) 28.3 35.8 1.9 1.9 0.0 

30歳代(N=80) 20.0 20.0 11.3 1.3 0.0 

40歳代(N=128) 25.8 26.6 6.3 1.6 0.0 

50歳代(N=121) 24.0 22.3 2.5 0.8 1.7 

60歳代(N=91) 24.2 25.3 4.4 5.5 1.1 

70歳代(N=152) 24.3 25.0 1.3 1.3 1.3 

80歳以上(N=74) 27.0 27.0 0.0 6.8 5.4 

単位：％      
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前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、全般的に回答数に増加が見られますが、「夫婦や家族間でのコミ

ュニケーションをよく図ること」「男性が子育てや介護、地域活動を行うための、仲間（ネットワ

ーク）作りを進めること」「国や地方自治体などの研修等により、男性の家事や子育て、介護等の

技能を高めること」等の割合が特に増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

52.9

19.2

65.9

37.8

41.1

51.2

29.9

19.1

24.5

25.2

3.8

2.4

1.4

49.0

20.1

58.5

34.0

37.6

46.3

27.3

13.6

18.7

20.5

2.3

3.4

0.0

0 20 40 60 80

男性が家事などに参加することに対する男性自身の

抵抗感をなくすこと

男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗

感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等について

の当事者の考え方を尊重すること

社会の中で、男性による家事、子育て、介護、地域活

動についても、その評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以

外の時間をより多く持てるようにすること

男性が家事、子育て、介護、地域活動に関心を高める

よう啓発や情報提供を行うこと

国や地方自治体などの研修等により、男性の家事や

子育て、介護等の技能を高めること

男性が子育てや介護、地域活動を行うための、仲間

（ネットワーク）作りを進めること

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題について、

男性が相談しやすい窓口を設けること

その他

特に必要なことはない

不明・無回答
今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

（％）
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交際相手や配偶者からの暴力は、「何度もあった」 

「１、２度あった」が１割前後となっている 

問 13 交際相手や配偶者から次のようなことをされたことがありますか。（単数回答） 

 

 

 

 

全体でみると、すべての分野で「まったくない」が８割を超えて最も高くなっています。 

分野別にみると、身体に対する暴力が 11.6％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、身体に対する暴力が 11.6％と、前回の 11.5％を若干上回ってい

ます。 

 

※ 「Ａ 身体に対する暴力」について、調査票では「なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばした

りするなどの身体に対する暴行を受けた」と記載しています。 

※ 「Ｂ 精神的な暴力」について、調査票では「人格を否定するなような暴言や交友関係を細かく監視するなど

の精神的な嫌がらせ、あるいは、あなたもしくはあなたの家族に危害が加えられるのではないかと恐怖を感

じるような脅迫を受けた」と記載しています。 

※ 「Ｃ 性的な暴力」について、調査票では「いやがっているのに性的な行為を強要された」と記載しています。 

2.8

2.5

3.8

4.2

0.7

1.9

8.8

9.0

7.1

6.7

4.1

3.0

84.2

84.3

84.2

83.2

88.5

87.5

4.1

4.2

4.8

5.9

6.7

7.6

0 20 40 60 80 100

今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

何度もあった １，２度あった まったくない 不明・無回答

【Ａ 身体に対する暴力

【Ｂ 精神的な暴力】

（％）

【Ｃ 性的な暴力】
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「まったくない」84.2％ ＞ 「１、２度あった」8.8％ ＞ 「何度もあった」2.8％ 

 

 

【Ａ 身体に対する暴力】 

 

 

全体でみると、「まったくない」が 84.2％と最も高く、次いで「１、２度あった」が 8.8％、「何

度もあった」が 2.8％となっています。 

性別でみると、男女ともに「まったくない」が８割を超えて最も高くなっていますが、女性で

は「何度もあった」「１、２度あった」を合わせた割合が 15.3％と、男性の 7.3％と比較して約２

倍と高くなっています。 

年齢別でみると、すべての年齢で「まったくない」が７割を超えて最も高くなっていますが、

30歳代～70歳代で「何度もあった」「１、２度あった」を合わせた割合が１割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.8

3.8

1.7

0.0

3.8

6.3

1.7

3.3

2.0

1.4

8.8

11.5

5.6

3.8

10.0

11.7

9.9

8.8

8.6

5.4

84.2

81.7

87.7

96.2

85.0

80.5

86.0

86.8

82.2

79.7

4.1

3.1

5.0

0.0

1.3

1.6

2.5

1.1

7.2

13.5

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

何度もあった １，２度あった まったくない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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「まったくない」84.2％ ＞ 「１、２度あった」7.1％ ＞ 「何度もあった」3.8％ 

 

【Ｂ 精神的な暴力】 

 

 

全体でみると、「まったくない」が 84.2％と最も高く、次いで「１、２度あった」が 7.1％、「何

度もあった」が 3.8％となっています。 

性別でみると、男女ともに「まったくない」が８割を超えて最も高くなっていますが、女性で

は「何度もあった」「１、２度あった」を合わせた割合が 13.7％と男性の 7.3％と比較して高くな

っています。 

年齢別でみると、すべての年齢で「まったくない」が７割を超えて最も高くなっていますが、

30歳代～60歳代では「何度もあった」「１、２度あった」を合わせた割合が１割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.8

5.6

1.7

1.9

3.8

7.0

3.3

4.4

3.9

0.0

7.1

8.1

5.6

1.9

11.3

6.3

11.6

7.7

4.6

5.4

84.2

82.7

86.8

96.2

83.8

85.2

83.5

86.8

82.9

75.7

4.8

3.6

6.0

0.0

1.3

1.6

1.7

1.1

8.6

18.9

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

何度もあった １，２度あった まったくない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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「まったくない」88.5％ ＞ 「１、２度あった」4.1％ ＞ 「何度もあった」0.7％ 

 

 

【Ｃ 性的な暴力】 

 

 

全体でみると、「まったくない」が 88.5％と最も高く、次いで「１、２度あった」が 4.1％、「何

度もあった」が 0.7％となっています。 

性別でみると、男女ともに「まったくない」が最も高くなっていますが、女性では「何度もあ

った」「１、２度あった」を合わせた割合が 8.2％となっています。 

年齢別でみると、すべての年齢で「まったくない」が７割を超えて最も高くなっています。70

歳以上で「まったくない」の割合が低下していますが、無回答の占める割合も増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.7

1.3

0.0

0.0

0.0

2.3

0.8

0.0

0.7

0.0

4.1

6.9

0.7

3.8

3.8

3.9

3.3

4.4

6.6

1.4

88.5

86.5

91.4

94.3

95.0

91.4

92.6

92.3

82.2

74.3

6.7

5.3

7.9

1.9

1.3

2.3

3.3

3.3

10.5

24.3

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

何度もあった １，２度あった まったくない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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「だれにも相談しなかった」が、41.0％ 

＜「問 13で１または２と回答した方」におたずねします。＞ 

問 13—１ そのような行為を受けた後、だれか（どこか）に打ち明けたり、相談した

りしましたか。（複数回答） 

 

 

 

全体でみると、「だれにも相談しなかった」が 41.0％と最も高く、次いで「親や親戚などの身内」

が 25.4％、「友人･知人」が 21.3％、となっており、「役所の窓口」「法務局」「弁護士」「医療機関」

はともに 0％となっています。 

性別でみると、男女ともに「だれにも相談しなかった」が最も高く、特に男性が 47.1％と約半

数を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.4

21.3

0.0

4.9

0.0

0.0

0.0

1.6

41.0

2.5

23.0

29.9

24.1

0.0

4.6

0.0

0.0

0.0

2.3

39.1

3.4

18.4

11.8

11.8

0.0

5.9

0.0

0.0

0.0

0.0

47.1

0.0

35.3

0 10 20 30 40 50

親や親戚などの身内

友人・知人

役所の窓口

警察

法務局

弁護士

医療機関

女性相談所・女性相談員

だれにも相談しなかった

その他

不明・無回答

全体(N=122) 女性(N=87) 男性(N=34)

（％）
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年齢別でみると、20 歳代では「親や親戚などの身内」「友人・知人」が、40 歳代では「親や親

戚などの身内」が最も高くなっています。30歳代と 50歳以上では「だれにも相談しなかった」が

最も高くなっています。 

 

  

親
や
親
戚
な
ど
の
身
内 

友
人
・
知
人 

役
所
の
窓
口 

警
察 

法
務
局 

弁
護
士 

医
療
機
関 

女
性
相
談
所
・
女
性
相
談
員 

だ
れ
に
も
相
談
し
な
か
っ
た 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=3) 66.7 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 

30歳代(N=18) 33.3 27.8 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 38.9 0.0 11.1 

40歳代(N=26) 34.6 26.9 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 3.8 26.9 0.0 23.1 

50歳代(N=26) 11.5 23.1 0.0 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0 42.3 3.8 23.1 

60歳代(N=16) 25.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 37.5 6.3 31.3 

70歳代(N=27) 22.2 11.1 0.0 3.7 0.0 0.0 0.0 3.7 59.3 3.7 22.2 

80歳以上(N=6) 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 33.3 

単位：％ 
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問 13の設問の【Ａ 身体に対する暴力】【Ｂ 精神的な暴力】【Ｃ 性的な暴力】で「何度もあ

った」「１、２度あった」と回答した方別にみると、【Ａ 身体に対する暴力】では「何度もあっ

た」と回答した方は「親や親戚などの身内」が、【Ｂ 精神的な暴力】では「何度もあった」と回

答した方は「友人・知人」が、【Ｃ 性的な暴力】では「何度もあった」と回答した方は「だれに

も相談しなかった」が最も高くなっています。 

また、「１、２度あった」と回答した方は【Ａ 身体に対する暴力】【Ｂ 精神的な暴力】【Ｃ 性

的な暴力】ともに、「だれにも相談しなかった」が最も高くなっています。 
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36.4

39.1

36.6

40.0

31.0

33.3

25.0

43.5

31.7

20.0

20.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

16.7

6.8

13.0

2.4

20.0

3.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.6

2.3

8.7

0.0

20.0

0.0

33.3

47.7

30.4

53.7

60.0

62.1

0.0

4.5

4.3

2.4

0.0

6.9

11.1

40.9

17.4

22.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

何度もあった

(N=18)

１，２度あった

(N=44)

何度もあった

(N=23)

１，２度あった

(N=41)

何度もあった

(N=5)

１，２度あった

(N=29)

親や親戚などの身内 友人・知人 役所の窓口

警察 法務局 弁護士

医療機関 女性相談所・女性相談員 だれにも相談しなかった

その他 不明・無回答

（％）（％）
【Ａ 身体に対する暴力】

【Ｂ 精神的な暴力】

【Ｃ 性的な暴力】
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前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、「親や親戚などの身内」「警察」「女性相談所・女性相談員」と回

答した方が前回と比較して増加しています。一方、「役所の窓口」「法務局」「弁護士」「医療機関」

などの公的機関へ相談した方はともに低下し、0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.4

21.3

0.0

4.9

0.0

0.0

0.0

1.6

41.0

2.5

23.0

18.6

21.4

0.7

2.1

0.7

1.4

0.7

0.0

41.4

0.7

21.4

0 10 20 30 40 50

親や親戚などの身内

友人・知人

役所の窓口

警察

法務局

弁護士

医療機関

女性相談所・女性相談員

だれにも相談しなかった

その他

不明・無回答

今回(N=122) 前回(N=145)

（％）
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「相談するほどのことではないと思った」が、48.0％ 

 
＜「問 13−１で９と回答した方」におたずねします。＞ 

問 13—２ だれにも相談しなかった理由は何ですか。（複数回答） 

 

 

 

全体でみると、「相談するほどのことではないと思った」が 48.0％と最も高く、次いで「相談し

てもムダだと思った」が 32.0％、「自分にも悪いところがあると思った」が 22.0％となっていま

す。 

性別でみると、男女ともに「相談するほどのことではないと思った」が最も高くなっています

が、次いで女性では「相談してもムダだと思った」が、男性では「自分にも悪いところがあると

思った」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.0

20.0

32.0

4.0

20.0

6.0

2.0

8.0

22.0

48.0

6.0

0.0

8.8

23.5

41.2

2.9

23.5

8.8

2.9

11.8

14.7

47.1

2.9

0.0

0.0

12.5

12.5

6.3

12.5

0.0

0.0

0.0

37.5

50.0

12.5

0.0

0 10 20 30 40 50 60

どこ（だれ）に相談してよいのかわからな

かった

恥ずかしくてだれにも言えなかった

相談してもムダだと思った

相談したことがわかると、仕返しされると

思った

自分さえ我慢すればいいと思った

世間体が悪い

他人を巻き込みたくなかった

そのことについて思い出したくなかった

自分にも悪いところがあると思った

相談するほどのことではないと思った

その他

不明・無回答

全体(N=50) 女性(N=34) 男性(N=16)

（％）
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年齢別でみると、30歳代、40歳代、80歳以上で「相談してもムダだと思った」、40歳代で「相

談してもムダだと思った」「自分さえ我慢すればいいと思った」「相談するほどのことではないと

思った」、50歳代、70歳代で「相談するほどのことではないと思った」、60歳代で「自分にも悪い

ところがあると思った」がそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

ど
こ
（
だ
れ
）
に
相
談
し
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た 

恥
ず
か
し
く
て
だ
れ
に
も
言
え
な
か
っ
た 

相
談
し
て
も
ム
ダ
だ
と
思
っ
た 

相
談
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
、
仕
返
し
さ
れ
る
と
思
っ
た 

自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
い
い
と
思
っ
た 

世
間
体
が
悪
い 

他
人
を
巻
き
込
み
た
く
な
か
っ
た 

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
思
い
出
し
た
く
な
か
っ
た 

自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
っ
た 

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
た 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

30歳代(N=7) 14.3 14.3 42.9 0.0 14.3 14.3 0.0 14.3 28.6 28.6 0.0 0.0 

40歳代(N=7) 14.3 0.0 42.9 0.0 42.9 0.0 0.0 28.6 14.3 42.9 0.0 0.0 

50歳代(N=11) 0.0 27.3 27.3 9.1 9.1 9.1 0.0 0.0 18.2 72.7 9.1 0.0 

60歳代(N=6) 0.0 16.7 33.3 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0 66.7 50.0 0.0 0.0 

70歳代(N=16) 6.3 25.0 18.8 0.0 18.8 6.3 6.3 6.3 6.3 43.8 12.5 0.0 

80歳以上(N=3) 0.0 33.3 66.7 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 

単位：％ 
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前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、「相談してもムダだと思った」「恥ずかしくてだれにも言えなか

った」「相談したことがわかると、仕返しされると思った」等の割合が増加する一方、「自分さえ

我慢すればいいと思った」「自分にも悪いところがあると思った」「他人を巻き込みたくなかった」

「相談するほどのことではないと思った」等の割合は減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

6.0

20.0

32.0

4.0

20.0

6.0

2.0

8.0

22.0

48.0

6.0

0.0

5.0

15.0

25.0

1.7

36.7

8.3

8.3

8.3

31.7

53.3

5.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60

どこ（だれ）に相談してよいのかわからな

かった

恥ずかしくてだれにも言えなかった

相談してもムダだと思った

相談したことがわかると、仕返しされると

思った

自分さえ我慢すればいいと思った

世間体が悪い

他人を巻き込みたくなかった

そのことについて思い出したくなかった

自分にも悪いところがあると思った

相談するほどのことではないと思った

その他

不明・無回答

全体(N=50) 前回(N=60)

（％）
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「緊急一時保護施設（シェルター）の活動支援」（55.9％）が最も高い 

 

 
問 14 配偶者や恋人からの暴力（ＤＶ）に対して、行政はどのような対応をする必要があると思い

ますか。（複数回答） 

 

 

 

全体でみると「ＤＶ被害者が逃れるための緊急一時保護施設（シェルター）の活動を支援する」

が 55.9％と最も高く、次いで「ＤＶ被害者のための相談体制を整える」が 54.6％、「ＤＶ被害者

が自立して生活できるよう支援する」が 45.2％となっています。 

性別でみると、女性では「ＤＶ被害者が逃れるための緊急一時保護施設（シェルター）の活動

を支援する」が、男性では「ＤＶ被害者のための相談体制を整える」最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.1

54.6

55.9

45.2

28.9

34.6

21.1

3.0

7.1

6.1

50.6

59.0

50.6

27.5

35.4

20.1

1.8

7.9

14.9

59.9

52.3

38.7

30.5

33.8

22.8

4.6

5.3

0 20 40 60 80

広報誌やパンフレットなどで、啓発する

DV被害者のための相談体制を整える

DV被害者が逃れるための緊急一時保護

施設（シェルター）の活動を支援する

DV被害者が自立して生活できるよう支援

する

DV被害者に対する（自立支援のための）

カウンセリング体制を整える

加害者に対するカウンセリングなど、

再発防止に向けた取り組みを進める

男女の人権尊重について、

学校や職場において啓発する

その他

不明・無回答

全体(N=703) 女性(N=393) 男性(N=302)

（％）
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年齢別でみると、20歳代～50歳代以下で「ＤＶ被害者が逃れるための緊急一時保護施設（シェ

ルター）の活動を支援する」、60歳代以上で「ＤＶ被害者のための相談体制を整える」がそれぞれ

最も高くなっています。 

 

  

広
報
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
、
啓
発
す
る 

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
た
め
の
相
談
体
制
を
整
え
る 

Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
逃
れ
る
た
め
の
緊
急
一
時
保
護
施
設
（
シ

ェ
ル
タ
ー
）
の
活
動
を
支
援
す
る 

Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
す
る 

Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
対
す
る
（
自
立
支
援
の
た
め
の
）
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
体
制
を
整
え
る 

加
害
者
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
、
再
発
防
止
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る 

男
女
の
人
権
尊
重
に
つ
い
て
、
学
校
や
職
場
に
お
い
て
啓

発
す
る 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=53) 3.8 50.9 71.7 37.7 41.5 43.4 13.2 0.0 0.0 

30歳代(N=80) 3.8 38.8 66.3 45.0 33.8 37.5 22.5 10.0 1.3 

40歳代(N=128) 6.3 53.9 67.2 55.5 33.6 38.3 24.2 0.8 3.9 

50歳代(N=121) 8.3 57.9 64.5 42.1 27.3 38.0 17.4 2.5 4.1 

60歳代(N=91) 6.6 63.7 57.1 49.5 31.9 33.0 15.4 3.3 6.6 

70歳代(N=152) 17.1 56.6 41.4 46.1 23.0 31.6 25.7 3.3 11.2 

80歳以上(N=74) 18.9 55.4 28.4 32.4 18.9 20.3 24.3 1.4 20.3 

単位：％ 
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前回調査との比較 

前回調査と比較すると、「ＤＶ被害者が自立して生活できるよう支援する」「ＤＶ被害者のため

の相談体制を整える」「ＤＶ被害者に対する（自立支援のための）カウンセリング体制を整える」

などの割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.1

54.6

55.9

45.2

28.9

34.6

21.1

3.0

7.1

11.1

50.5

56.0

37.3

26.5

34.0

19.7

2.3

10.6

0 10 20 30 40 50 60

広報誌やパンフレットなどで、啓発する

DV被害者のための相談体制を整える

DV被害者が逃れるための緊急一時保護

施設（シェルター）の活動を支援する

DV被害者が自立して生活できるよう支援

する

DV被害者に対する（自立支援のための）

カウンセリング体制を整える

加害者に対するカウンセリングなど、

再発防止に向けた取り組みを進める

男女の人権尊重について、

学校や職場において啓発する

その他

不明・無回答

今回(N=703) 前回(N=841)

（％）
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DV経験の有無による比較 

ＤＶ経験の有無で比較すると、ＤＶ経験のある方※は「男女の人権尊重について、学校や職場に

おいて啓発する」「ＤＶ被害者に対する（自立支援のための）カウンセリング体制を整える」「広

報誌やパンフレットなどで、啓発する」などがＤＶ経験のない方と比較して高くなっています。 

一方、ＤＶ経験のない方は「ＤＶ被害者のための相談体制を整える」「ＤＶ被害者が逃れるため

の緊急一時保護施設（シェルター）の活動を支援する」などがＤＶ経験のある方と比較して高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ＤＶ経験のある方：問 13 で【Ａ 身体に対する暴力】【Ｂ 精神的な暴力】【Ｃ 性的な暴力】のいずれかで、

「何度もあった」または「１、２度あった」と回答した方 

 

 

  

12.3

42.6

46.7

45.9

31.1

33.6

31.1

4.9

4.9

9.6

57.1

57.8

45.1

28.4

34.8

18.9

2.6

7.6

0 20 40 60 80

広報誌やパンフレットなどで、啓発する

DV被害者のための相談体制を整える

DV被害者が逃れるための緊急一時保護

施設（シェルター）の活動を支援する

DV被害者が自立して生活できるよう支援

する

DV被害者に対する（自立支援のための）

カウンセリング体制を整える

加害者に対するカウンセリングなど、

再発防止に向けた取り組みを進める

男女の人権尊重について、

学校や職場において啓発する

その他

不明・無回答

DV経験あり(N=122) DV経験なし(N=581)

（％）（％）
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希望、現状ともに「家庭生活」への優先度が最も高い 

問 15 生活の中での、「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」（地域活動・学習・趣

味・付き合い等）の優先度についておたずねします。（単数回答） 

 

 

（１）希望優先度 

全体でみると「「家庭生活」を優先したい」が 29.2％と最も高く、次いで「「仕事」と「家庭生

活」をともに優先したい」が 25.9％、「「仕事」と「家庭生活」と「地域･個人の生活」をともに

優先したい」が 15.8％となっています。 

性別でみると、女性では「「家庭生活」を優先したい」が男性と比較して高く、男性では「「仕

事」と「家庭生活」をともに優先したい」が女性と比較して高くなっています。 

 

（２）現実（現状） 

全体でみると「「家庭生活」を優先している」が 33.3％と最も高く、次いで「「仕事」と「家庭

生活」をともに優先している」が 23.0％、「「仕事」を優先している」が 16.8％となっています。 

性別でみると、女性では「「家庭生活」を優先している」が男性と比較して高く、男性では「「仕

事」を優先している」が女性と比較して高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.8

33.3

3.3

23.0

3.0

9.8

5.8

2.8

2.1

9.7

41.7

2.8

21.9

2.3

10.9

5.9

2.3

2.5

26.5

22.2

3.6

24.8

4.0

8.3

6.0

3.6

1.0

0 10 20 30 40 50

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優

先

「仕事」と「家庭生活」

をともに優先

「仕事」と「地域・個人の

生活」

をともに優先

「家庭生活」と「地域・個人の

生活」

をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」をともに

優先

わからない

不明・無回答

【現実（現状）［優先している］】
（％）

2.3

29.2

4.3

25.9

2.4

15.1

15.8

3.7

1.4

1.3

32.8

4.1

22.4

1.3

16.0

16.5

3.8

1.8

3.6

24.8

4.0

30.5

4.0

13.6

15.2

3.6

0.7

01020304050

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」

をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」

をともに優先

「家庭生活」と「地域・個人の生活」

をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」をともに優先

わからない

不明・無回答

【希望優先度［優先したい］】

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

（％）
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前回調査・内閣府（Ｂ）調査との比較 

（１）希望優先度 

前回調査と比較すると、「「家庭生活」を優先したい」等の割合が増加し、「「仕事」を優先した

い」等の割合が減少しています。 

内閣府（Ｂ）の調査結果と比較すると、東郷町では「「家庭生活」と「地域･個人の生活」をと

もに優先したい」の割合が高くなっており、「「仕事」を優先したい」の割合が低くなっています。 

 

（２）現実（現状） 

前回調査と比較すると、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先している」の割合が増加してお

り、「「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している」の割合が減少しています。 

内閣府（Ｂ）の調査結果と比較すると、東郷町では「「家庭生活」を優先している」の割合が

高く、「「仕事」を優先している」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 内閣府（Ｂ）調査では、選択肢に「不明･無回答」はありません。 

  

16.8

33.3

3.3

23.0

3.0

9.8

5.8

2.8

2.1

18.0

32.0

3.8

17.7

2.6

12.4

6.1

4.2

3.3

25.9

30.3

4.5

21.0

3.1

8.1

5.1

1.9

0.0

0 10 20 30 40 50

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優

先

「仕事」と「家庭生活」

をともに優先

「仕事」と「地域・個人の

生活」

をともに優先

「家庭生活」と「地域・個人の

生活」

をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」をともに

優先

わからない

不明・無回答

【現実（現状）［優先している］】
（％）

2.3

29.2

4.3

25.9

2.4

15.1

15.8

3.7

1.4

4.2

25.9

4.8

24.5

2.1

16.5

14.9

3.7

3.4

9.9

28.4

4.7

28.7

3.3

10.1

13.1

1.9

0.0

01020304050

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」

をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」

をともに優先

「家庭生活」と「地域・個人の生活」

をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」をともに優先

わからない

不明・無回答

【希望優先度［優先したい］】

今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

内閣府(B)調査(N=2,645)

（％）
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見たり聞いたりしたことがあるのは、「ＤＶ」（81.9％）が最も高い 

 

問 16 次の１～９の言葉のうち、この調査に回答する以前に、あなたが見たり聞いたりしたことがあ

るものはありますか。（複数回答） 

 

 

 

全体でみると「ＤＶ（ドメスティック･バイオレンス/親密な関係の人から受ける暴力）」が 81.9％

と最も高く、次いで「ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）」が 76.2％、「ＬＧＢＴ（レ

ズビアン･ゲイ･バイセクシュアル･トランスジェンダー）」が 70.8％となっています。 

性別でみると、全体同様、男女ともに「ＤＶ（ドメスティック･バイオレンス/親密な関係の人

から受ける暴力）」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

61.3

24.3

8.5

76.2

4.3

47.1

81.9

70.8

6.3

5.8

4.1

62.1

22.4

6.6

76.6

3.1

44.3

80.9

70.5

4.8

6.1

3.3

61.3

27.2

10.9

76.8

6.0

51.0

84.4

72.5

7.9

4.6

4.6

0 20 40 60 80 100

男女共同参画社会

女子差別撤廃条約

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

ジェンダー（社会的・文化的につくられた

性別）

リプロダクティブ・ヘルス/

ライツ（性と生殖に関する健康と権利）

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調

和）

DV（ドメスティック・バイオレンス/

親密な関係の人から受ける暴力）

LGBT（レズビアン・ゲイ・バイセクシュア

ル・トランスジェンダー）

SOGIE（ソジー/性的指向、

性自認及びジェンダー表現）

見たり聞いたりしたものはない

不明・無回答

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

（％）
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年齢別でみると、70歳代以下で「ＤＶ（ドメスティック･バイオレンス/親密な関係の人から受

ける暴力）」、80歳以上では「男女共同参画社会」がそれぞれ最も高くなっています。 

また、30歳代では、「ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）」「ＬＧＢＴ（レズビアン・

ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェンダー）」についても同率で最も高くなっています。 

 

  

男
女
共
同
参
画
社
会 

女
子
差
別
撤
廃
条
約 

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
積
極
的
改
善
措
置
） 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社
会
的
・
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
別
） 

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖

に
関
す
る
健
康
と
権
利
） 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
） 

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
／
親
密
な

関
係
の
人
か
ら
受
け
る
暴
力
） 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
ゲ
イ
・
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
） 

Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｅ
（
ソ
ジ
ー
／
性
的
指
向
、
性
自
認
及
び
ジ

ェ
ン
ダ
ー
表
現
） 

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
も
の
は
な
い 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=53) 69.8 47.2 9.4 79.2 9.4 69.8 90.6 86.8 13.2 5.7 1.9 

30歳代(N=80) 61.3 27.5 12.5 93.8 8.8 67.5 93.8 93.8 13.8 2.5 1.3 

40歳代(N=128) 57.8 23.4 7.8 88.3 3.9 57.8 93.0 88.3 5.5 0.8 1.6 

50歳代(N=121) 56.2 18.2 7.4 81.8 5.0 47.1 88.4 77.7 4.1 3.3 3.3 

60歳代(N=91) 57.1 18.7 5.5 71.4 2.2 37.4 81.3 68.1 5.5 9.9 2.2 

70歳代(N=152) 71.7 24.3 9.9 70.4 1.3 34.9 75.0 53.3 3.3 7.2 4.6 

80歳以上(N=74) 55.4 23.0 8.1 44.6 4.1 28.4 51.4 35.1 5.4 13.5 14.9 

単位：％ 
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前回調査・内閣府（Ｂ）調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、全般的に見たり聞いたりしたことがある割合が高くなっていま

すが、特に「ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）」「ＬＧＢＴ（レズビアン・ゲイ・バ

イセクシュアル・トランスジェンダー）」の割合が増加し、「ポジティブ・アクション（積極的改

善措置）」「見たり聞いたりしたものはない」の割合が減少しています。 

内閣府（Ｂ）調査の結果と比較すると、東郷町では「ジェンダー（社会的･文化的につくられた

性別）」の割合が高く、「女子差別撤廃条約」「ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」の割合

が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 前回調査では、選択肢に「ＳＯＧＩＥ（ソジー/性的指向、性自認及びジェンダー表現）」はありません。 

※ 内閣府（Ｂ）調査では、選択肢に「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に関する健康と権利）」「Ｌ

ＧＢＴ（レズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェンダー）」「ＳＯＧＩＥ（ソジー/性的指向、性

自認及びジェンダー表現）」はありません。 

  

61.3

24.3

8.5

76.2

4.3

47.1

81.9

70.8

6.3

5.8

4.1

54.2

17.6

10.9

31.0

3.3

37.7

73.4

39.0

-

11.2

0.0

64.3

34.7

18.3

55.8

-

43.1

81.5

-

-

4.4

0.8

0 20 40 60 80 100

男女共同参画社会

女子差別撤廃条約

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

ジェンダー（社会的・文化的につくられた性

別）

リプロダクティブ・ヘルス/

ライツ（性と生殖に関する健康と権利）

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調

和）

DV（ドメスティック・バイオレンス/

親密な関係の人から受ける暴力）

LGBT（レズビアン・ゲイ・バイセクシュア

ル・トランスジェンダー）

SOGIE（ソジー/性的指向、

性自認及びジェンダー表現）

見たり聞いたりしたものはない

不明・無回答

今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

内閣府(B)(N=2,645)

（％）
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『理解している』は「ＤＶ」「ＬＧＢＴ」「ジェンダー」 

『理解していない』は「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ」「ＳＯＧＩＥ」

「ポジティブ・アクション」が高い 

問 17 問 16 の言葉について、以前からよく理解しているものはありますか。あてはまる番号に 1 つ

ずつ〇印をつけてください。（単数回答） 

 

 

 

 

問 17の選択肢にかかる表現は以下のように区分しており、このページ以降の文中においても反映されています。 
 

○『理解している』…「理解している」と「概ね理解している」を合わせたもの 

○『理解していない』…「あまり理解していない」と「理解していない」を合わせたもの 
 

『理解している』の割合をみると、「ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス/親密な関係の人か

ら受ける暴力）」が８割を超えて最も高く、次いで「ＬＧＢＴ（レズビアン・ゲイ・バイセクシュ

アル・トランスジェンダー）」「ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）」で６割を超え高

くなっています。 

『理解していない』の割合をみると、「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に関する

健康と権利）」「ＳＯＧＩＥ（ソジー/性的指向、性自認及びジェンダー表現）」が８割を超えて高

くなっており、次いで「ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」で７割を超え高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.8

5.3

2.6

18.8

2.8

17.4

34.1

22.2

1.8

42.1

22.9

8.7

43.1

5.5

29.7

46.7

43.5

6.7

25.7

31.9

31.9

24.2

28.6

24.9

9.2

18.5

30.0

14.4

30.7

45.9

7.8

51.6

19.3

4.6

9.0

50.1

6.0

9.2

11.0

6.1

11.4

8.7

5.4

6.8

11.4

0 20 40 60 80 100

A 男女共同参画社会(N=703)

B 女子差別撤廃条約(N=703)

C ポジティブ・アクション

（積極的改善措置）(N=703)

D ジェンダー（社会的・文化的

につくられた性別）(N=703)

E リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と

生殖に関する健康と権利）(N=703)

F ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）(N=703)

G DV（ドメスティック・バイオレンス

/親密な関係の人から受ける暴力）(N=703)

H LGBT（レズビアン・ゲイ・バイセクシュアル

・トランスジェンダー）(N=703)

I SOGIE（ソジー/性的指向、

性自認及びジェンダー表現）(N=703)

理解している 概ね理解している あまり理解していない

理解していない 無回答

（％）
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『理解している』53.9％ ＞ 『理解していない』40.1％ 

 

 

【A 男女共同参画社会】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 53.9％、『理解していない』が 40.1％となっています。 

性別でみると、男女ともに『理解している』が５割程度とほぼ同等となっていますが、女性で

は「概ね理解している」「あまり理解していない」が男性よりも高くなっています。 

年齢別でみると、40歳代まで『理解している』が減少傾向にあり、50歳代から再び『理解して

いる』に増加傾向がみられます。80歳以上では再度『理解している』が減少しますが、無回答の

割合も増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.8

8.9

15.6

20.8

12.5

1.6

6.6

13.2

17.1

17.6

42.1

45.0

39.4

41.5

37.5

42.2

43.0

39.6

48.7

36.5

25.7

29.8

20.9

24.5

28.8

31.3

30.6

27.5

20.4

16.2

14.4

11.5

17.5

13.2

17.5

24.2

16.5

13.2

6.6

8.1

6.0

4.8

6.6

0.0

3.8

0.8

3.3

6.6

7.2

21.6

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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『理解していない』62.6％ ＞ 『理解している』28.2％ 

 

 

【B 女子差別撤廃条約】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 28.2％、『理解していない』が 62.6％となっています。 

性別でみると、女性では『理解している』が 25.2％と、男性の 32.5％よりも低くなっています。 

年齢別でみると、『理解している』の割合は 20歳代では約５割と特に高くなっており、30歳代

～60歳代では『理解していない』が６割を超え多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.3

3.6

7.6

15.1

3.8

1.6

4.1

1.1

5.9

10.8

22.9

21.6

24.8

34.0

23.8

21.1

19.0

26.4

24.3

17.6

31.9

36.6

26.2

22.6

33.8

35.2

30.6

42.9

28.9

25.7

30.7

28.5

33.4

26.4

35.0

39.8

38.0

20.9

28.3

18.9

9.2

9.7

7.9

1.9

3.8

2.3

8.3

8.8

12.5

27.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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『理解していない』77.8％ ＞ 『理解している』11.2％ 

 

 

【C ポジティブ・アクション（積極的改善措置）】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 11.2％、『理解していない』が 77.8％となっています。 

性別でみると、女性では『理解している』が 8.7％と男性の 14.9％よりもやや低くなっていま

す。 

年齢別でみると、年代によりばらつきがみられますが、『理解している』はすべての年代で１割

前後となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.6

1.8

3.6

3.8

3.8

2.3

2.5

0.0

2.0

4.1

8.7

6.9

11.3

5.7

8.8

5.5

8.3

14.3

11.2

5.4

31.9

33.6

30.1

34.0

21.3

35.2

28.1

34.1

40.1

24.3

45.9

46.3

45.4

52.8

60.0

54.7

53.7

41.8

31.6

32.4

11.0

11.5

9.6

3.8

6.3

2.3

7.4

9.9

15.1

33.8

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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『理解している』61.9％ ＞ 『理解していない』32.0％ 

 

 

【D ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 61.9％、『理解していない』が 32.0％となっています。 

性別でみると、男女ともに『理解している』が約６割程度となっています。 

年齢別でみると、30歳代の 82.5％をピークに、年齢が上がるにつれて『理解している』が減少

傾向にあります。80歳以上では『理解していない』が『理解している』を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.8

18.6

18.9

35.8

31.3

20.3

18.2

9.9

13.8

12.2

43.1

44.5

42.1

32.1

51.3

51.6

44.6

51.6

39.5

21.6

24.2

23.9

25.2

18.9

13.8

21.1

27.3

22.0

34.9

21.6

7.8

7.1

8.3

13.2

1.3

6.3

7.4

12.1

4.6

16.2

6.1

5.9

5.6

0.0

2.5

0.8

2.5

4.4

7.2

28.4

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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『理解していない』80.2％ ＞ 『理解している』8.4％ 

 

 

【E リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に関する健康と権利）】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 8.4％、『理解していない』が 80.2％となっています。 

性別でみると、男女ともに『理解している』が１割を下回っています。 

年齢別でみると、20歳代～30歳代では『理解している』が１割を上回っていますが、40歳代以

上においては『理解している』が１割を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.8

2.3

3.0

7.5

5.0

3.9

0.8

0.0

0.7

5.4

5.5

5.1

6.3

3.8

7.5

2.3

6.6

6.6

8.6

1.4

28.6

32.8

23.8

28.3

18.8

31.3

31.4

36.3

30.3

18.9

51.6

48.9

55.6

58.5

61.3

60.2

53.7

46.2

44.7

39.2

11.4

10.9

11.3

1.9

7.5

2.3

7.4

11.0

15.8

35.1

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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『理解している』47.1％ ＞ 『理解していない』44.2％ 

 

 

【F ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 47.1％、『理解していない』が 44.2％となっています。 

性別でみると、女性では『理解していない』が『理解している』を上回っているのに対し、男性

では『理解している』の方が多くなっています。 

年齢別でみると、20歳代では『理解している』が 71.7％ですが、年代が上がるにつれ減少傾向

にあり、60歳代では 36.3％と 20歳代の約半数まで低下しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.4

13.7

22.2

43.4

33.8

16.4

17.4

9.9

8.6

9.5

29.7

31.0

28.5

28.3

28.8

35.2

24.0

26.4

37.5

21.6

24.9

27.5

21.9

15.1

13.8

23.4

32.2

37.4

26.3

16.2

19.3

18.8

19.9

13.2

20.0

22.7

19.8

19.8

17.1

20.3

8.7

8.9

7.6

0.0

3.8

2.3

6.6

6.6

10.5

32.4

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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『理解している』80.8％ ＞ 『理解していない』13.8％ 

 

 

【G DV（ドメスティック・バイオレンス/親密な関係の人から受ける暴力）】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 80.8％、『理解していない』が 13.8％となっています。 

性別でみると、男女ともに『理解している』が約８割を超え高くなっています。 

年齢別でみると、20歳代～40歳代までは『理解している』が９割を超えていますが、50歳代か

ら減少傾向にあり、80歳以上では『理解している』が約５割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.1

33.1

35.8

60.4

50.0

34.4

40.5

25.3

22.4

21.6

46.7

47.3

47.0

30.2

43.8

58.6

41.3

54.9

51.3

31.1

9.2

10.2

7.9

5.7

1.3

3.9

14.0

9.9

16.4

6.8

4.6

4.1

4.6

3.8

2.5

2.3

1.7

5.5

5.3

13.5

5.4

5.3

4.6

0.0

2.5

0.8

2.5

4.4

4.6

27.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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『理解している』65.7％ ＞ 『理解していない』27.5％ 

 

 

【H LGBT（レズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェンダー）】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 65.7％、『理解していない』が 27.5％となっています。 

性別でみると、男女ともに『理解している』が６割を超え高くなっています。 

年齢別でみると、20歳代～40歳代までは『理解している』が８割を超えていますが、50歳代か

ら減少傾向にあり、80歳以上では『理解している』が３割を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.2

21.9

22.8

47.2

45.0

24.2

24.8

14.3

9.2

8.1

43.5

45.3

42.1

39.6

45.0

59.4

46.3

49.5

36.2

21.6

18.5

17.6

20.2

9.4

6.3

10.2

19.0

20.9

31.6

23.0

9.0

7.9

9.9

3.8

2.5

5.5

7.4

9.9

13.8

16.2

6.8

7.4

5.0

0.0

1.3

0.8

2.5

5.5

9.2

31.1

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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『理解している』8.5％ ＞ 『理解していない』80.1％ 

 

 

【I SOGIE（ソジー/性的指向、性自認及びジェンダー表現）】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 8.5％、『理解していない』が 80.1％となっています。 

性別でみると、女性では『理解している』が１割を下回り男性よりも低くなっています。 

年齢別でみると、年代により多少バラつきは見られますが、『理解している』が１割前後と低く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.8

0.8

3.0

1.9

5.0

1.6

1.7

0.0

1.3

2.7

6.7

5.9

7.9

7.5

8.8

4.7

7.4

9.9

6.6

2.7

30.0

34.6

24.8

34.0

18.8

34.4

28.9

38.5

32.9

18.9

50.1

47.3

53.6

54.7

62.5

57.0

53.7

41.8

42.8

39.2

11.4

11.5

10.6

1.9

5.0

2.3

8.3

9.9

16.4

36.5

0 20 40 60 80 100

全体(N=703)

女性(N=393)

男性(N=302)

20歳代(N=53)

30歳代(N=80)

40歳代(N=128)

50歳代(N=121)

60歳代(N=91)

70歳代(N=152)

80歳以上(N=74)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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行政が力を入れることは、 

「保育や高齢者等の施設・サービスの充実」（58.3％）が最も高い 

 

問 18 男女共同参画社会の形成に当たって、行政はどのようなことに力を入れていくべきだと思い

ますか。（複数回答） 

 

 

 

 

全体でみると「保育の施設･サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する」が

58.3％と最も高く、次いで「職場における男女の均等な取扱いについての周知徹底を行う」が

45.4％、「学校教育や社会教育等の生涯教育の場で男女の平等と相互の理解や協力についての学習

を充実する」が 45.1％となっています。 

性別でみると、男女ともに「保育の施設･サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充

実する」が最も高く、次いで女性では「学校教育や社会教育等の生涯教育の場で男女の平等と相

互の理解や協力についての学習を充実する」、男性では「職場における男女の均等な取扱いについ

ての周知徹底を行う」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

42.8

33.7

24.5

45.4

41.3

58.3

45.1

21.1

15.8

16.4

31.7

16.2

3.1

4.7

0.0

44.3

31.6

24.9

45.0

41.7

62.8

50.9

21.4

17.0

16.8

33.1

16.5

3.3

4.6

0.0

41.4

36.4

23.8

46.0

40.7

52.6

38.1

20.9

13.6

15.9

30.5

16.2

2.6

4.6

0.0

0 20 40 60 80

法律や制度の面で見直しを行う

女性を政策決定の場に積極的に登用する

各種団体の女性のリーダーを養成する

職場における男女の均等な取扱いについての周知徹底を行う

女性の就労の機会を増やしたり、従来女性の就労が少なかった分野な

どへの女性の進出を促進するため職業教育や職業訓練を充実する

保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実

する

学校教育や社会教育等の生涯教育の場で男女の平等と相互の理解や

協力についての学習を充実する

女性の生き方に関する情報提供や交流の場、相談、教育などのセン

ターを充実する

各国の女性との交流や情報提供など、国際交流を推進する

広報誌やパンフレットなどで、男女の平等と相互の理解や協力について

PRする

ワーク・ライフ・バランス実現に向けた施策を行う

性に起因する人権侵害に対する施策を行う

その他

特にない

不明・無回答

全体(N=703)
女性(N=393)
男性(N=302)

（％）
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年齢別でみると、すべての年代で「保育の施設･サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービ

スを充実する」が最も高くなっていますが、次いで高い項目としては、20歳代、40歳代、50歳代

では「職場における男女の均等な取扱いについての周知徹底を行う」、30歳代では「法律や制度の

面で見直しを行う」、60 歳代では「学校教育や社会教育等の生涯教育の場で男女の平等と相互の

理解や協力についての学習を充実する」、70歳以上では「女性の就労の機会を増やしたり、従来女

性の就労が少なかった分野などへの女性の進出を促進するため職業教育や職業訓練を充実する」

が高くなっています。 

 

  

法
律
や
制
度
の
面
で
見
直
し
を

行
う 

女
性
を
政
策
決
定
の
場
に
積
極

的
に
登
用
す
る 

各
種
団
体
の
女
性
の
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
す
る 

職
場
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な

取
扱
い
に
つ
い
て
の
周
知
徹
底

を
行
う 

女
性
の
就
労
の
機
会
を
増
や
し

た
り
、
従
来
女
性
の
就
労
が
少
な

か
っ
た
分
野
な
ど
へ
の
女
性
の

進
出
を
促
進
す
る
た
め
職
業
教

育
や
職
業
訓
練
を
充
実
す
る 

保
育
の
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
や
、
高

齢
者
や
病
人
の
施
設
や
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
す
る 

学
校
教
育
や
社
会
教
育
等
の
生

涯
教
育
の
場
で
男
女
の
平
等
と

相
互
の
理
解
や
協
力
に
つ
い
て

の
学
習
を
充
実
す
る 

20歳代(N=53) 37.7 22.6 28.3 41.5 35.8 49.1 32.1 

30歳代(N=80) 48.8 22.5 13.8 32.5 41.3 60.0 43.8 

40歳代(N=128) 41.4 30.5 17.2 54.7 38.3 60.2 45.3 

50歳代(N=121) 47.1 33.9 18.2 49.6 31.4 57.0 46.3 

60歳代(N=91) 39.6 41.8 28.6 46.2 38.5 56.0 47.3 

70歳代(N=152) 46.1 40.1 34.2 47.4 52.0 63.2 51.3 

80歳以上(N=74) 32.4 37.8 31.1 36.5 50.0 56.8 40.5 

単位：％ 

  

女
性
の
生
き
方
に
関
す

る
情
報
提
供
や
交
流
の

場
、
相
談
、
教
育
な
ど
の

セ
ン
タ
ー
を
充
実
す
る 

各
国
の
女
性
と
の
交
流

や
情
報
提
供
な
ど
、
国

際
交
流
を
推
進
す
る 

広
報
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
で
、
男
女
の
平

等
と
相
互
の
理
解
や
協

力
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
す
る 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
実
現
に
向
け
た
施

策
を
行
う 

性
に
起
因
す
る
人
権
侵

害
に
対
す
る
施
策
を
行

う 
 

そ
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=53) 34.0 9.4 5.7 49.1 26.4 0.0 5.7 0.0 

30歳代(N=80) 17.5 15.0 7.5 47.5 18.8 8.8 3.8 1.3 

40歳代(N=128) 17.2 14.8 12.5 32.8 17.2 7.8 6.3 0.0 

50歳代(N=121) 19.0 13.2 10.7 27.3 12.4 0.0 3.3 4.1 

60歳代(N=91) 22.0 12.1 19.8 31.9 15.4 2.2 6.6 3.3 

70歳代(N=152) 23.0 23.7 28.3 27.6 13.2 2.0 3.9 2.0 

80歳以上(N=74) 21.6 16.2 21.6 16.2 18.9 0.0 4.1 13.5 

単位：％ 
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前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、全般的に割合が増加傾向にありますが、「職場における男女の均

等な取扱いについての周知徹底を行う」「学校教育や社会教育等の生涯教育の場で男女の平等と相

互の理解や協力についての学習を充実する」「法律や制度の面で見直しを行う」等特に増加がみら

れ、「保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する」では割合が若干

低下しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.8

33.7

24.5

45.4

41.3

58.3

45.1

21.1

15.8

16.4

31.7

16.2

3.1

4.7

0.0

32.5

26.5

17.2

34.5

36.3

61.4

34.4

14.7

10.1

11.5

26.2

10.9

1.1

6.7

0.0

0 20 40 60 80

法律や制度の面で見直しを行う

女性を政策決定の場に積極的に登用する

各種団体の女性のリーダーを養成する

職場における男女の均等な取扱いについての周知徹底を行う

女性の就労の機会を増やしたり、従来女性の就労が少なかった分野な

どへの女性の進出を促進するため職業教育や職業訓練を充実する

保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実

する

学校教育や社会教育等の生涯教育の場で男女の平等と相互の理解

や協力についての学習を充実する

女性の生き方に関する情報提供や交流の場、相談、教育などのセン

ターを充実する

各国の女性との交流や情報提供など、国際交流を推進する

広報誌やパンフレットなどで、男女の平等と相互の理解や協力につい

てPRする

ワーク・ライフ・バランス実現に向けた施策を行う

性に起因する人権侵害に対する施策を行う

その他

特にない

不明・無回答
今回調査(N=703)

前回調査(N=841)

（％）
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Ⅳ．その他・自由回答 
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Ｆ３ あなたの職業の有無・職種（単数回答） 

その他回答意見 件数 

パート・アルバイト 7 

年金生活 3 

専業主婦 2 

無職 2 

学生 1 

自由業 1 

シルバー 1 

一時的に休んでいる 1 

会社役員 1 

警備員 1 

公務員 1 

動物対話士 1 

派遣・医療関係 1 

保育教諭 1 

老人 1 

 

Ｆ４ 雇用形態（単数回答） 

その他回答意見 件数 

就労継続支援Ｂ型 1 

週２日（１時間ずつ）２時間 1 

賃貸マンションのオーナー 1 

年金生活者 1 

非常勤 1 

 

Ｆ６ 配偶者の職業の有無（単数回答） 

その他回答意見 件数 

年金受給者 4 

無職 2 

６５歳で退職 1 

会社役員 1 

派遣社員 1 

ふくし 1 

パート 1 

 

Ｆ７ 配偶者の雇用形態（単数回答） 

その他回答意見 件数 

自営業 2 

もと常勤、勤め人 1 
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Ｆ８ 世帯（ご家族の構成）（単数回答） 

その他回答意見 件数 

子どもと同居 8 

夫婦と子ども 3 

親と兄弟 3 

親と同居 3 

兄弟と同居 2 

４世代世帯 1 

ひとり親世帯（母・子） 1 

ルームシェア 1 

家計は別で長男夫婦と同居。食事は夜のみ同じに、他はすべて別。 1 

子ども１人で県外で別居 1 

子どもと孫 1 

自分と叔父と叔母 1 

親、姉家族 1 

親と子ども 1 

同じ敷地に息子家族、夫婦で別世帯 1 

夫婦と孫 1 

妹の家族と同居 1 

娘宅に同居 1 

友人と２人 1 

 

問５ 一般的に女性が職業をもつことについて、あなたはどうお考えですか。（単数回答） 

その他回答意見 件数 

女性にこだわらず男女とも自由で良い 1 

個人の能力、社会的に有意義な職を得たら、生涯勤めたら良い。 1 

パートナーとの話し合いでお互いに合った様にすればよい 1 

各家庭で相談して決めれば良いと思う。 1 

子どもができたら仕事を続けたい人は続けられて、育児に専念したい人は育児に専念でき
るようになれば良いと思う。 

1 

 

問６ 働いている女性の方におたずねします。仕事をするうえで、次のような悩みは、ありますか。（単数

回答） 

その他回答意見 件数 

旦那から理解をもらえない 1 

女性同士のいじめ、嫌がらせがある 1 

パワハラ 1 

子どもの長期休暇を考えると、職業の選択肢が限られている。 1 

コロナ禍で解雇されました。 1 

育児を終えてから再度働きはじめると、他の人に遅れをとる。元の職場に戻れない。（通勤
の場合、就職時間（子供の送迎））子供をもつと女性は働きづらい。 

1 

１人親なので、仕事の後の家事は辛い時もある。 1 

女性の活躍と称し、仕事が増える（多様性と言いつつ苦手な事を求められる） 1 
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問７-１ 男性の育児休業の取得を促進するうえで、何が必要だと思いますか。（単数回答） 

その他回答意見 件数 

経済力、育児休業中の給付金 1 

男性は給料が高く、女性は給料が低い家庭が多い。男性が育休を取得した場合、貧困に
なる。 

1 

企業も育児休業を義務化するべきなのと、育休と言いつつ何もしない夫も出てくるので、男
性向けの育児教室に参加させる必要がある。どちらも同じくらい必要だと思う。 

1 

男性は育児にはできる範囲で協力すればよい 1 

法律で休みを取るようにしてほしい 1 

まとめてではなく、母親の職場復帰の時など、必要に応じて取得できるようなルール作りを
したらよいと思う。 

1 

 

問９ 男女が社会のあらゆる分野でもっと平等になるために、最も重要なことは何だと思いますか。（単

数回答） 

その他回答意見 件数 

子育ての仕組み。子どもが生まれた後、女性が一度社会から離れて家庭に入らないとい
けないため。 

1 

強引にでも一定の割合で女性を要職にしないと進まないと思います。が、一方で逆差別に
なりかねないかがもっと不安です。 

1 

女性が何事も男性と同等にやっていくという意識を持つことが一番大事。 1 

個人の意識を変える事。若年層は男性の方が大変そうに思う。 1 

女性をとりまく環境を変えるだけではなく、男性の意識や環境も合わせてかえていく事が大
切 

1 

能力があれば男性、女性を問わずに登用すること 1 

社会全体の意識を改める 1 

 

問 10 あなたは、女性が出産後も離職せずに職場で働き続けるために、家庭・社会・職場において必要

なことは何だと思いますか。（複数回答） 

その他回答意見 件数 

子どもの病気、親の通院等で休んだり、早退することが多々あると思うので、職場上司・同
僚の理解。 

1 

男性の協力 1 

一時的に職場から離れても、同僚が困らない体制が整えられること。（復職時も同じ） 1 

核家族化が問題。自身の環境を把握し選択するべき。 1 

女性が正社員で働き続けるには、小学生になった時、学習や習い事の壁がある。児童クラ
ブで習い事ができたり、コミセンで習い事ができたり、宿題を見てくれたり勉強を教えてくれ
るサービスがあると良い。eｘ．習い事：習字、そろばん、速読など 

1 

経済的支援、職場での活躍の場の提供ｅｔｃ 1 

短時間勤務制度、使用時の他職員への負担軽減策 1 

 

問 11 女性があまり進出していない分野に女性の進出を進めていくために、どのような措置をとるのが

よいと思いますか。（複数回答） 

その他回答意見 件数 

無理やり女性のポジションを作るのではなく、その職場での男性の意識を変えていくことが
大事なのではないか。 

1 
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女性の少ない大学で女性差別をなくす。入学試験で男女の比率を考えずに平等にする。 1 

業務の評価を性別に関係なく平等に行い、評価に応じた処遇を平等に行う 1 

進出したくないと考える女性に対しては（男性に対しても）強制しない配慮をすべき 1 

男女を区別せず、やる気や才能のある人間を支援する。 1 

働き続けることへの女性自身の意識改革 1 

ある程度の基準を定め、法令や罰則を設ける 1 

 

問 12 今後、男性が女性とともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくためには、どの

ようなことが必要だと思いますか。（複数回答） 

その他回答意見 件数 

男性が任っている役割を女性も負担すること 1 

定時就労と賃金の十分な保障。 1 

子どもの時から男性の家事参加が当たり前の教育。 1 

男性も女性も子育てしやすい施設設備の充実 1 

家事・子育てには見えない家事（育児）が多いことを、男性には意識してもらう必要がある。 1 

男性が男性の相談に乗ること。 1 

男性（特に年配男性）の意識改革は必要。決めつけや思いやりに欠けた言動を減らすた
め、男性向けの勉強会も大事かと思います。 

1 

給与水準を維持した上で、労働時間短縮、週休２日以上を導入すること 1 

親権の女性優位を無くし、子育てに参加する意義を増やす 1 

 

問 13-１ そのような行為を受けた後、だれか（どこか）に打ち明けたり、相談したりしましたか。（複数回

答） 

その他回答意見 件数 

夫婦喧嘩がヒートアップするとＡ、Ｂになりやすいので、一息ついたり、どちらかがおさえた
り、後日夫婦で話し合ったりしている。今は息子が止めてくれたり相談に乗ってくれる。 

1 

夫婦であれば人生の中で何度かはあると思う 1 

 

問 14 配偶者や恋人からの暴力（ＤＶ）に対して、行政はどのような対応をする必要があると思いますか。

（複数回答） 

その他回答意見 件数 

暴力を行った人を、刑事罰を受けさせる等の厳罰化を行うようにする。ＤＶは犯罪だという
意識を持つようにする。 

1 

ＤＶを受けて育った子供は、大人になって同じことをするので、子育てで支援をした方が良
い。 

1 

言葉のＤＶが原因で後々家族関係が壊れた。昔の封建的な環境で苦しんでいる。 1 

加害者に対する刑罰を重くする。 1 

条例にて強制的な被害者の保護 1 

警察を呼ぶ。DVではなく暴行罪であり内々で済ませるべきではない 1 

 

問 18 男女共同参画社会の形成に当たって、行政はどのようなことに力を入れていくべきだと思います

か。（複数回答） 

その他回答意見 件数 

男性差別につながらない配慮をした施策が必要 1 
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平等の大切さは小さいころからの教育段階で自然に教えていくことが必要。 1 

性でなく個でみる会社を作るための意識改革 1 

子育て、介護等で離職などをしても、復職、就職しやすい制度 1 

親が子供とかかわる時間を増やせる施策 1 

 

自由記入欄 

男女共同参画に関する意見 

子どもが成長する過程での親の存在は大きく、特に母親と子供とのかかわる時間が大切と
感じています。女性の社会参加がすすむ中で、職場での責任と親としての役割を両立させ
ることがどうしたら出来るのか。子育ては、子育て支援のサービスや親の支援をうけてもや
はり親の役割は他には変えられないと感じ、私自身も長男が小学校に上がった時に正職
員の仕事をやめて、パートの勤務に転職しました。 

1 

男女共お互いの特性をふまえ、柔軟に対応出来る事を希望します。 1 

男女共同参画の実現は、小さいころからの意識だと思うので、これからの学校や家庭でど
のようにしていくかが重要だと思う。 

1 

アンケートの機会をくださりありがとうございます。スーパー等の買い物で、男性が車の中
で待っている姿をあちらこちらで見かけます。自分の事は自分でする（男女共）世の中に早
くなればいいなと思います。 

1 
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